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IEA(国際到達度評価学会 )による Video Study の調査 (TIMSS，第３回国際数学･理科教育









 また，James W. Stigler 等は日本の算数数学の授業の典型的なパターンを，次のような
５ステップに整理している。 
①  前時の振り返り  
②  本時問題の提示  
③  児童生徒の個別(グループ)による取り組み  
④  解決法の練り上げ  
⑤  要点の強調とまとめ  



































表１ 児童の算数に対する意識調査  
 















































































































ａ 子どもの問いに関する先行研究  
 










 岡本はさらに，ボルノーの次のような思想から「問い」の位置づけを示している。  
   実存哲学が初めて鋭い眼で見抜いたことは，この障害は不愉快な偶発時以上のもの
であり，むしろこれは深く人間存在の本質に根ざしていて，ここにまったく新しいこ
れまで見逃していた人間存在の本質的な意味をもち，そこから同時に，それに対応し
  a  子どもの問いに関する先行研究  
  b  学習のめあてに関する先行研究  
  c  学習の振り返りに関する先行研究  















(2)  子どもたちの素朴な「問い」  
科学的な概念を扱う際に「素朴概念」という用語がよく用いられているが，田中の著書
の中で，次のように「素朴概念」が解釈されていた。 



















４年生の「長方形の面積の公式」をつくる場面で，「 3×4＝12 12 ㎝２」と発表者が
黒板に書き，「おたずねはありませんか？」と言うと，「式に単位をつけてください。」























































ｃ 学習の振り返りに関する先行研究  
 
「学習の振り返り」に関する実践的な先行研究では，生田が振り返り活動の意義とし














































































































この分析を踏まえて，子どもの側に立った RPDCA サイクルの算数授業モデルを構想する。 
 ２つ目のカテゴリーは，RPDCA のマネジメントサイクルに沿って，１つの単元全体を通
して授業実践をしていく。その際，特に P(学習のめあて)と C(振り返り)に重点を当て，そ
の様相を調査しながら分析していくことで，枠組みの精緻化を図っていく。また，P と C だ




















〈算数授業モデル〉                 〈実践による一般化〉 
           
 
         



























5 年「四角形の角」  
5 年「人文字」  
問いの理論                  





RPDCA の算数授業モデル  
P(めあて )のレベル設定  
C(振り返り )のレベル設定  
P(めあて )と C(振り返り )の様相  
P の調査  
授業実践  




C の調査  
R と P の関係性の調査  
授業実践（研究協力者４名）  
 5 年「分数」11 時間分  
5 年「比べ方を考えよう」７時間分  
6 年「場合の数」５時間分  
6 年「比例をくわしくしらべよう」９時間分  
研究の総括  
 RPDCA の枠組みの最終形  
 実践への示唆  
問いの調査  







第Ⅲ章 子どもの問いを視点に据えた授業実践  
 








①  単位量あたりの大きさ（ 2010 年７月）・・・  2010 年度の５年生  
②  同じものに目をつけて (2010 年 11 月) ・・・2010 年度の５年生  
③  四角形の角(2011 年６月)・・・・・・・・・2011 年度の５年生  
④  人文字(2011 年 10 月) ・・・・・・・・・・2011 年度の５年生  
 
事例① ５年「単位量あたりの大きさ」  
 













表２  混みぐあいを比べる場面設定  
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から 30 頁です。めあてが言える人はいませんか。 






























































































































































1 人 1 畳と考えていくと・・・  
Ａ室，Ｃ室で 1 人 1 畳と考えてみると，Ｃ室は





































































































書しながら） 5÷8 で 0.625 になり，小数になる
けどだいたいの混みぐあいだから，0.625 とわか
ると思います。どうですか。  
Ａは 6÷10 で 0.6 になり，1 畳あたり 0.6 人にな
ると思います。どうですか。他に意見の言える人
はいませんか。○○さん。  
今の考えを式にして考えると， 10－ 6＝ 4， 8－ 5

















ら） 1 人あたり何畳になるかを求めます。  
































































































てみます。Ｂは畳の数が 10 畳で人数が 5 人なの

























何人乗っているか，平均？畳 1 畳あたりは 6÷10






































































































いたとしても，1 人とか 2 人で分けたらゆ
とりがあるけど，4 枚余っていたとしても
8 人 9 人で分けたらゆとりがなくなるね。
わかる？だから，この考え方もなるほどと
思ったけど，いつでも使えるわけではない





























（※ 2 人指名。板書をする。）  




畳 1 枚あたりの人数だから，B 室には子どもが 5
人いて，畳は 10 畳あるから， 5÷10 は 0.5 で，








では，30 頁の○の 2 番をやってみようか。













































































































子どもの発話語彙数 6620 文字（52％）  教師の発話語彙数 6176 文字（48％）  
 
(3)  子どもによる「問い」の場面  ※授業記録より  
４月当初より，「疑問点があったらおたずねしましょう」と呼びかけてきたが，この授業
では子どもたちからの「問い」は出なかった。したがって，子どもたちの意見がつながっ
ていく中で，他の子どもたちの様子を見ながら教師として「問い」を投げかけた。            






































事例② ５年「同じものに目をつけて」  
 

































































を買うと，1200 円になりました。  
 入場券１枚と乗り物券５枚では，
1000 円になるそうです。  







































































いうことは，２つで 200 円になって，１つで 100
円になると思います。どうですか。  
何でそれが 200 円とわかるのですか。  
（※板書を指さしながら）今の線分図で言うと，
乗り物券７枚の方が 1200 円で，乗り物券５枚の
方が 1000 円なので，1200 円引く 1000 円で，こ








































































































































































































































入場券は 100 かける 2 で 200 円を， 700 円から































あ あ， そう か。 こっ ちだ け ２ 倍す る と
1000 円になるよね， 500 円と 500 円で。
それで，こっちは 2 倍しなかったら 100















































































































の差。1200－ 1000＝ 200 は値段の差。200÷2＝
100。答えは 100 円です。  
 
 
○○さんの式をまとめると，（ 1200－ 1000）÷（ 7










































































































440 円と 340 円の差は 100 円になって，その 100
円は大きい風船 1 個のお金で，小さい風船を求


















































































子どもの発話語彙数 7539 文字（54％）  教師の発話語彙数 6348 文字（46％）  
 
(3)  子どもによる「問い」の場面  ※授業記録より  
４月当初より積み上げてきた「問いのある授業」が，非常によく垣間見られた。この授
業では，全部で５つの子どもによる「問い」が出た。     
●Ｃ６，Ｔ３，Ｃ７「（先程の線分図にかき加えながら）ここに 200 円の差があって，この











































事例③ ５年「四角形の角」  
 





































四 角 形 の 角 の 和の 求 め方 に つ い て 考 えよ う で
す。  
四角形の角の性質について調べようです。  
四 角 形 の 全 体 の角 の 和が 何 度 か を 調 べよ う で


















































































































































































































教 科 書 の つ ば ささ ん の考 え で 説 明 す る の だ け































































































































角形も合計は 180°だから， 180°×2 で，四角


































これとこれで 360°，これ 1 つで 360°， 360°
 
 












































































































































































































































































































































子どもの発話語彙数 7833 文字（57％）  教師の発話語彙数 5908 文字（43％）  
 























事例④ ５年「人文字」  
 






























































ー で 今日 の テー マ 問題を 映 して い ま す
































































ことは，1 人目，２人目，３人目，・・・ 11 人目
で，端から端までだと 11 人いることになります。 
（ ※ 板 書 しな が ら ）ここ か ら こ こま で の 間が
10m だとしたら，ここに人が 11 人いて，ここに












































































































も 10 になって，そして 25 になってから，この
２個重なっているところを計算しなくても，こ
この 2 人分を省いていたのでそれは後で足すと
27 人になります。  
先程の○○さんの考えに対する○○君の付け足
しなのだけど，○○君がこれを全部足してそれ






そこの 10m の間に 11 人がいるということはわ














































































































































































































































































































































































































































































































































（※ 1 問問題に取り組む）  
では，答えが言える人はいませんか。  
２＋５＋８＝ 15 で，15＋ 1＝ 16 で，答えは 16ｍ
だと思います。  


































（ 16m？）  
（単位は大事だよ）  
 
はい， 16 人になった人？  











































































































子どもの発話語彙数 9743 文字（57％）  教師の発話語彙数 7405 文字（43％）  
 




どもの「問い」が出た。                            
●Ｃ13：おたずねなのだけど，○○さんが言ってくれたそこの 10m の間に 11 人がいると
いうことはわかったのだけど，U の片方の 10m の場合は 11 人ということはわかった
のだけど，これは 10m で 11 人だけど，人のいるところは１ｍとして数えるのです










1 人ずつ入っていくのではということを疑問に思っているのではないですか。  






























































































第１節 「学習のめあて」を子どもとつくる  
 




























































―1年生  あわせていくつ  ふえるといくつ― 
日直(学習係)：きょうのがくしゅうのめあてがいえる人はいませんか。  
秋山:あわせていくつになるかかんがえよう。  
村瀬:あわせていくつになるかをかんがえよう。  ＊全く同じ  
水口:たしざんのおべんきょうをしよう。  






















 しかし、根本的に、このめあては小学 1 年生の子どもたちには難しすぎる。だから、子
どもたちにも通じる言葉にしなければならない。それが、  









c  「学習のめあて」を決める場面で「学習規範のめあて」が出た場合  

























・１年生「おおい  ほう  すくない  ほう」の第１時の場合 
指導書のねらい   
求大（大きい方を求める）の問題を，図などを通して求めることができる。  
          ↓  
 子ども向けの学習のめあて 
おおいほうの  もとめかたをかんがえよう。  
 
・２年生「1000までの 数」の第５時の場合 
指導書のねらい   
10 を単位にして、そのいくつ分になるかを、10 円玉、100 円玉を用いた算数的活動を
通して考え、数の相対的な大きさをとらえることができる。  
          ↓  
 子ども向けの学習のめあて 
おかねをつかって、10 がいくつぶんあるかをかんがえよう。  
 
・２年生「三角形と四角形」の第２時の場合 
指導書のねらい   
三角形と四角形の弁別と点構成，線構成をする。 





指導書のねらい   
余りは、いつもわる数より小さくなることを理解する。  








指導書のねらい   
一次元の表を組み合わせた二次元の表の見方について理解する。  





指導書のねらい   
どんな大きさの整数も 0 から 9 までの数字で表すことができることを理解する。どん
な数でも 10 倍すると位が１つ上がり、100 倍すると位が２つ上がること、また、10 でわ
ると位が１つ下がり、 100 でわると位が２つ下がることを理解する。 





指導書のねらい   
平行四辺形の辺や角に着目して、平行四辺形の性質を調べ、理解する。  





指導書のねらい   
合同な三角形をかくために必要な条件を知り，３つの方法で三角形を作図する。 







指導書のねらい   
混みぐあいを比べることにより、本単元の学習課題をとらえる。単位量あたりに着目
する考えを理解することができる。 




指導書のねらい   
円の面積の求め方を公式にまとめ、その適用ができる。  





指導書のねらい   
変化のようすを表にかき、変化のきまり（一定量ずつ増加する）をみつけて問題を解
くことができる。  


















④  子どもの声をできるだけ生かして、教師が学習のめあてを黒板にまとめる。  
⑤  個人のめあてや学習規範に関するめあても尊重する。  
56 
 
第２節 事あるごとに学びをつなげる「振り返り」の場を設ける  
 







































低学年で 6〜7 人、中学年で 4〜5 人、高学年で 2〜3 人を目安としてきた。一人一人の子
どもの言葉数が充実してくれば、学年に関係なく 1〜2 人に限定してもよいだろう。 
 



















● わかった こと  
● おもしろかった こと  





1 年生の振り返りの観点  
● わかった こと  





































● わかったこと  
● おもしろかったこと  
● 友達の考えでよかったこと  






● わかったことや気づいたこと  
● おもしろかったことや楽しかったこと  
● 友達の考えでよかったこと  











































































































































f  算数日記から見た子どもの学びのすじ道  
 6 年生の 12 月、教科書の学習内容を大方終えた頃、浦田は算数日記に、次のような振
り返りを記した。  
振り返りの編のポイント 
①  「振り返りは１行でいいよ」という気軽な状況から始めさせる。 














































































































第３節 「独自学習」で主体的に解を切り拓く体験を重ねる    
 


















































c  独自学習の見通しを育てる 
 





















(2)  １週間を見通す子ども 
 週末の朝の会で学級通信（または、週予定表）を配布すると、いよいよおたずねの時間
となる。 






















(4)  その 1 時間を見通す子ども 

























































































































①  学級通信や学習予定表を使って、1 週間の見通しをもたせる。  
②  家での独自学習を、５分から 30 分程度行うように奨励する。  
③  教科書には、独自学習を行っていく上でのヒントがたくさん散りばめられている
ので、そのことを活用するとよいことを教える。  
④  １つの式で答えにたどりつけた場合、他の式はないかと考えさせる。  













a  司会（学習係） 
 






             表３ １時間の授業のイメージ 
学習の段階  子どもの活動の様相  








本時のめあての共有 互いのめあてを聞き合い、学級全体のめあてを共有する。  







まとめ 本時の学習におけるポイントを整理する。  




























































黒板   
  
教師   司会 司会 
子どもたちの席  




















































































































黒板   
 
 













17 14 11 ８  ５  ２  
18 15 12 ９  ６  ３  
 
27 26 25 
 
21 20 19 
 
30 29 28  24 23 22 
 



































e  全体交流 
 























































































Ⓐ 単純によくわからなかったのでおたずねをする。  
Ⓑ 言っていることはわかるが、さらに深めようとするためにおたずねをする。  
Ⓒ 違う角度やつけたしで、学級全体を活性化するためにおたずねをする。  
ただ、これらは文言が長すぎるので、もう少しポイントを絞って分類してみた。  
Ⓐ 聞き直すおたずね  
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Ⓑ 深めるおたずね  





● 聞こえなかったので、もう一度説明して（言って）ください。  
● よくわからなかったので、もう一度説明して（言って）ください。  
● よくわからなかったので、誰か説明してくれる人はいませんか。  
● ・・・のところがよくわからなかったので、もう一度説明して（言って）ください。 
● ・・・のところがよくわからなかったので、誰か説明してくれる人はいませんか。  
Ⓑ深めるおたずね  
● どうしてそう考えればいいと思ったのですか。  
● どうやって調べたのですか。  
● ・・・の中で、どれが一番いいですか。  
● ・・・はどういう意味があるのですか。  
● ・・・と・・・の関係はどうなっていますか。  
Ⓒつけたしで活性化させるおたずね  
● ・・・さんにつけたしで、私は・・・だと思います。  
● ・・・でもいいと思うのですが、どうですか。  
● たぶん・・・でもいいと思うのですが、どうですか。  


























①  「おたずねできる子はすばらしい子」というプラスのイメージを根付かせる。  
②  コミュニケーションの場面では、互いの表情ができるだけ見やすい座席配置にする。 
③  全体交流の前に、３人組を取り入れるとよい。  
④  学級の実態に合わせて、第１発表者の在り方を考える。  
⑤  発言は相互指名でつなげる。  
⑥  行き詰ったときは、教師に返せばよい。  




②  司会役としての仕事を、急いで押しつけない。  





第５節 答えに至るまでの根拠を言葉で説明できるようにする  
 































































































































第Ⅴ章 めあてと振り返りを軸にした RPDCA の算数授業モデル 
 












































スの中から，特に Plan(学習のめあて )と 
Check(学習の振り返り )に焦点を当て，それらの質の向上と両者の連動が子どもの自律性
の育成に効果をもたらすのかについて，算数の実践をもとに検証していく。 
略記号 学習プロセス  様相や活動内容  
R Research （独自学習） 
次時の予告を受けて，可能な範囲で学習問題
に当たってみる。  








C Check（振り返り）  
自分のめあてや他者の考えを生かした振り返
りをする。  
A Action（次時に向けて） 復習，練習をして，次時に備える。  
 
R 独自学習  
   ↓ 
P 学習のめあて 
P1 P2 P3 P4 
    ↓  
D 個，グループ，全体での学び  
   ↓   
C 学習の振り返り  
C1 C2 C3 C4 C5 
   ↓  
   A 復習，練習，次時に備えて  
 
図７ RPDCA の学習サイクルに  
おける分析枠組み  

































レベル  様   相  
P1 めあてが持てない  
P2 教科書の見出しを参考にしためあて  




表６ Plan（学習のめあて）のレベル別枠組み  
図８ 教科書における見出し  































































C5 レベルは，C4 に加えて，本時の学習だけでなく，新しい課題 (学習や生活 )に向かう
振り返りをしている場合である。ただし，教科書の新しい頁の見出し的な課題設定だけで
レベル  様   相  
C1 振り返りが書けない  

















































第Ⅵ章 マネジメントサイクルを視点に据えた授業実践  
 




枠組みの妥当性を吟味する上で，研究対象としたのは A 小学校５年生 29 名であり，対
象単元として，５年分数 15 時間分とした。実際には，練習問題，復習問題等を主とする








第１時 等しい分数のつくり方を考えよう．  
第２時 約分の意味とその仕方について理解しよう．  
第３時  通分の意味を知り，大きさくらべができるようにしよう．  
第４時  通分の仕方について理解を深めよう．  
第５時  分母のちがう分数のたし算の仕方を考えよう．  
第６時  分母のちがう分数のひき算の仕方を考えよう．  




第９時  分数×整数の計算の仕方を考えよう．  
第 10 時  分数÷整数の計算の仕方を考えよう．  
第 11 時  
（今までに習った分数の計算を確実にできるようにしよう．※復習，練
習問題）  
第 12 時  わり切れないときの商の表し方を考えよう．  
第 13 時  分数を小数で表すことを考えよう．  
第 14 時  小数や整数を分数で表す仕方を考えよう．  















第 1 時の授業記録 
※ 司会者の指示・発言：M1，M2，・・・  
子どもの発言：C1，C2，・・・  
教師の指示・発言：T1，T2，・・・  























































































































1 回目は 6 分の 5 と 6 分の 2 では， 6 分の 5 の
方が大きいから勝ちだと思います。理由は，分
母が同じだから分子で比べればいいからです。




で，この１マスが，ここに色を塗ると 6 分の 5















2 回目で数直線を見ても， 2 分の 1 の方が大き
いのだけど，１を 2 つに分けるより， 1 を 3 つ
に分ける方が小さいので， 2 分の 1 の方が大き
い。どうですか。他にありませんか。  
1 回目も〇○さんといっしょで，あ，1 回目はい
っしょか？ 1 回目は１を 6 個に分けているのが


























































































2 回目は， 2 分の 1 が 3 分の 1 の半分だと思い
ます。違う？  
 
違う？ 2 分の 1 の半分が 3 分の 1 だよ。  
僕は違うと思うのだけど， 2 分の 1 の半分は 4
分の 1 だと思うのだけど， 4 分の 1 は 1 を 4 個
に分けた 4 つ分の 1 つで， 2 分の 1 は 2 つ分に
わけた 1 つ分なので， 4 つ分に分けた 1 つ分は
2 分の 1 の半分ということになるので， 4 分の









この半分が 2 分の 1 で，もう 1 個数直線を書い




































○○君，この 3 分の 1 と 4 分の 1 は違う
よね。だから， 2 分の 1 の半分は 4 分の








（ 3 回目は引き分けになると，ほう。）  
 









































































○○さんに質問で，例えば 5 分の 4 と 3 分の 2





















（前に出て板書しながら） 3 回目の 4 分の 2 と
2 分の 1 にしかできないのだけど，これのどっ
ちを直してもいいのだけど， 4 分の 2 を 2 分の
1 にすると，これを÷をして，こっちも÷2 をす
ると， 2 分の 1 になるので， 2 分の 1 と 2 分の

































































































たから，これは 4 と 2 で違うから， 4 を 2 にす
るには÷2 をしたらいいから，それで分母を÷2
するなら分子も÷ 2 をしなければいけないの
で，÷2 をしました。  
4 分の 1 がわかっていなかったら成立しないの
では。  
どういうことですか。  
最初から， 4 を 2 でわるのだったら， 2 分の 1
ということがわかっていなかったら，  
答えが 2 分の 1 になるということ？  
そういうこと。  
でも，もしも，例えば 4 分の 2 の上が 4 分の 6
だとしても， 2 分の 1 と比べても，私は分母を
一緒にすれば比べることができるので，比べや
すいから，４を２にするには÷2 をするから，6
も÷2 をしたら 3 になるから， 2 分の 3 になっ







2 分の 1 に等しい分数は， 2 分の１というのは
分母が 2 で分子が 1 で，その 2 分の 1 というの
は，もとの大きさを 2 つに割ったその 1 つのこ
となので，半分ということになると思います。
だから， 4 分の 2 とか 6 分の 3 が同じだと思う
けど， 4 分の 2 と 6 分の 3 も，もとの１つのも
のを 4 つにわけた中の 2 つだから，それは半分
ということになるから，2 分の 1 と等しくなる
と思います。どうですか。他にありせんか。  
（前に出て板書しながら）分母と分子があると
思うのだけど，この分母を 2 倍したら，×2 で
4 になる。それでこっちの分母を 2 倍したら分
子も 2 倍して，分母と分子を両方とも 2 倍した
ら，この 2 分の 1 と同じ数になる，等しい分数
になって，これも同じで， 2 分の 1 の 2 を 3 倍
してこっちも 3 倍したら等しい分数になって，
この続きで行くと，これを 4 倍したら 2×4 が 8
でこっちは８だけど，これをこっちと同じよう
に 4 倍したら 4 になるので， 8 分の 4 も等しい
分数になるのだけど，分母と分子を両方とも 2



















そうしたら，この 2 分の 1 に等しい，教

















































































（ 2 分の 1）  






この場合は 4 と 2 の最大公約数で割っているの
だと思います。どうですか。  
これを逆に 8 分の 4 と等しい分数をやるのだけ
ど，例えばこれを÷2 すると，かけると一緒で 4
の分子も÷2 をして，割るをすると 4 分の 2 で，


























6 分の 3 だったら 2 で割ると，6 はいいけ
ど 3 は割れないね。  
ああ，こういうときは 3 で割ればいいの
か。  
何も 2 ばかりじゃないのだね。  
3 で割ると因みに・・・  
 























下に 2 をかけたら上にも 2 をかける。下





































15 分の 10．どうですか。  
 
4 分の 3 だと思います。どうですか。  
 
10 分の 6 です。どうですか。  
 
15 分の 9。どうですか。  
 
 









24 分の 8 と 6 分の 2。  






























3 分の 1 もいいね。できるだけ小さい数字








































































































20 分の 5 に等しく，分母の小さい分数のみつけ
方で，ぼくは分子と分母を割る５すると， 4 分
の 3 になって， 4 分の 3 になったので，答えは



























































































例えば，24 分の 18 を 2 で割ると，12 分の 9 に




2 回，÷2 をしてもう 1 回÷3 をすれば約分はで





書）これで 24 になるのだけど， 18 だから，こ



























ように，24 分の 18 という数があったとき
























































































で 18 個はここのこんだけで，6 が 3 つで，それ
で，ここにこう分けたら，24 はそれぞれを 6 つ
に分けたらできるので，この何もないところ，
24 分の 6 が 1， 2， 3， 4 あるので， 24÷6 をし
たら 4 になって， 18 を÷6 したら 3 になって，
4 分の 3 はもう割り切れないから，答えは 4 分


























議 論 し て い た の は こ う い う こ と じ ゃ な
い？  
24 分の 18 を一番小さい数にしないと約
分できないと言っていたのだけど，あな















他にありませんか。おそらく 24 分の 18







いのですか。全部が 24 で，その内の 18 だ
ったのでしょ。それを 4 つにわけた内の 3
つと同じことなのだよね。  
それで先生が気にしていたのはその前の
話で，この 24 分の 18 を何も最小公倍数
の 6 で割らなくても，2 や 3 で割っても約
分 と 言 え る の か と い う こ と な の で す け
ど，それについてはどうですか。  





















































（ 12）  
 
（ 9）  
 














り，そのできるだけ小さくしたのが 4 分の 3 だ
から，その 8 分の 6 とか 12 分の 9 は，まだ割
れるからできるだけ小さくしてないというこ
























12 になる。上は？  
 
すると 12 分の 9。これは？  
 
3 でもいける。 24 分の 18 を 3 で割ると，






























とりあえず同じ数で，上は 2，下は 3 では





































































































































































































（※ 3 分後， 7 問の答えを 7 人が順に板書）  
答え合わせをしてください。何かおたずねのあ
る人はいませんか。  
私は４番の㋓が 3 分の 2 になったのだけど，ど
うですか。  
30 分の 20 はまだ 10 で割れて， 10 で割ると 3
分の 2 になるので 3 分の 2 がいいと思います。
どうですか。  
他にありませんか。  
4 番の㋑は 3 分の 1 だと思いますがどうです
か。  


























































































































1 番で 5 分の 3 に等しい分数は，10 分の 6，15







（前に出て板書） 5 分の 3 に等しい分数は， 10




続いて， 3 分の 2 に等しい分数は， 6 分の 4 と
9 分の 6 と 12 分の 8 と 15 分の 10 で，この中




































































15 分の 10 があって， 15 分の 10 の方が大きい






て，元の分数，例えば 15 分の 10 の方が大きか









の答えは，この場合 15 分の 10 の方が大きいけ
ど， 15 分の 10 の方が大きいと書くより，その





を同じ分数に直すことだから， 5 分の 3 と 3 分
の 2 を通分したら，こうなって，このときのこ





に直すので， 3 と 5 の公倍数は 15 なので， 15
分の 9 と 15 分の 10 を比べたらいいと思いま
す。どうですか。（いいです）  
他にありませんか。  



























































































































の 3 と 3 分の 2 を比べるのだから， 5 と 3 の分
母を最小公倍数で合わせるために，表という
か，通分できる数を書いている。 5 分の 3 や 3
分の 2 に等しい分数を書いたと思います。どう
ですか。（いいです）  
すっきり言うと， 5 分の 3 と 3 分の 2 の分母を
同じにするために，等しい分数を書いて，その
中で同じ分母の数を見つけるために， 5 分の 3
と 3 分の 2 に等しい分数を書いたのだと思いま
す。どうですか。（いいです）  
























な。何のために 5 分の 3 に等しい分数を






























































































































でも，いつも 5 分の 3 に等しい分数をこ








































いるの？ 5 分の 3 と 3 分の 2 のどちらが
大きいかというときに，3 分の 2 が大きい
ということがわかったのだけど，記号の
意味わかるかな？大なりとか小なりとか
言いますが，左から読むと，5 分の 3 小な
り 3 分の 2 となりますので。もしこれが
逆を向いていたら，5 分の 3 大なり 3 分の





































②の答え合わせをします。 12 番， 4 番， 7 番の
人，お願いします。  
（※ 3 人が解答を板書）  
おたずねがある人は手をあげてください。  
㋒のことなのだけど， 4 を 28 にするには 7 倍
にしないといけないので，反対になっていると
思います。  
㋐につけたしで， 4 分の 1 と 3 分の 1 を通分す
ると， 4 分の 1 は 12 分の 3 で， 3 分の 1 は 12
分の 4 で，通分して考えると 12 分の 4 の方が




































んで 3 分の 1 の方が大きいかという通分
した姿がほしいね。これは絶対に書いて
ください。この 12 分の 3 と 12 分の 4 ね。
それから㋑はですね，これは逆に通分し
た姿しか書いていないので，結果的に 10
分の 5 が大きいということは，こっちは 5
分の 2 でこっちは 2 分の 1 でしたので，2
分の 1 の方が大きいということになりま
すね。こっちは 3 分の 1 の方が大きい。
こちらは 4 分の 3 ですか。3 点セットにし
ましょうか。通分した姿，結果的に 4 分の
3 の方が大きいよ，そして最後言葉で 4 分






































































子どもの発話語彙数 6906 文字（53％）  教師の発話語彙数 6075 文字（47％）  
 
第４時の授業記録 











これから 4 時間目の算数の学習を始めます。  
（よろしくお願いします）  



























































































僕は 3 番で分母を 12 にしたのだけど，（前に出
て板書しながら）分母を 12 にして比べたのだ














たのだけど，その説明で， 6 と 4 の公倍数を見
つけて考えるのだけど，今○○さんが言ってく
れたのは，通分するときは普通最小公倍数を分
母にするから， 6 と 4 の最小公倍数は 12 にな
るのだけど，その 12 を分母に考えると，6 を 12
にするには×2 をするので，分母と分子はどっ
ちも同じ数でかけないといけないので，5 も×2









































































で，答えは 12 分の 10＞ 12 分の 9 になるのだけ
ど，この 12 分の 10 は 6 分の 5 のことで，こっ




くれた 24 分の 20 と 24 分の 18 は，この場合も
こうなるのだけど，これを約分すると，ここが
÷2 をすると 12 で，ここが÷2 をすると 10 で，
18 を÷2 すると 9 になって，24 を÷2 すると 12
になって， 12 分の 10 と 12 分の 9 はこの○○
君の分数になるから，この 24 分の 20 は 12 分
の 10 のどちらも 2 倍した数になって， 24 分の


















































ましょう，と言ったときにね， 6 を 12 に
するには 2 倍しますよ，だから分子も 2 倍
しましょう，と言っていたのだけど，こっ
ちを 2 倍したらこっちも 2 倍というわけ
ではないのだね。こっちの場合は，4 を 12









ってくれましたけど，24 分の 20 と 24 分
の 18 は，それぞれ 2 で割っていくと 12



























































（前に出て板書しながら） 4 番は 4 分の 1 と 3
分の 2 と 2 分の 1 の通分を考えるのだけど，こ
の 3 つの分母の公倍数は，えっと 4 と 3 と 2 の
公倍数は 12 で，あ，最小公倍数は 12 で，12 に
するには×3 をするのだけど，そうするとこっ
ちも×3 をして，4 分の 1 は 12 分の 3 になりま
す。そして 3 分の 2 は，12 にするには×4 をす
るのだけど，こっちもかける 4 をするから二四
が 8 で 12 分の 8 になります。こっちは×6 を
するとこっちも×6 をしないといけないので，
12 分の 6 になります。ここまでいいですか。  
それで， 12 分の 3 と 12 分の 8 と 12 分の 6 の
分子を比べると，この 8 が一番大きいので，12
分の 8 が一番大きくて，この 12 分の 8 はもと




きいのは 12 分の 8 で，次に大きいのは 12 分の
6 で，最後は 12 分の 3 なので，こうなって，12
分の 8＞ 12 分の 6＞ 12 分の 3 になると思いま
す。それで最終的に 12 分の 8 は 3 分の 2 なの














































































































と聞かれたら，それは 12 分の 8 なので，









































⑤⑥を 5 分間行ってください。  
（※適用問題に取り組む）  
では，氏名された人は書きに来てください。  
※ 6 人が解答を板書する。  
答え合わせをしてください。おたずねはありま
せんか。○○さん。  




























たら 36 分の 28 と 36 分の 15 になりまし
た。㋑は 8 分の 2 と 8 分の 7 になりまし
た。これは 4 と 8 ですから，8 分の 7 はそ
のままでいいね。4 分の 1 だけを入れ替え
たらいいですね。㋒の場合は 20 分の 8 と




































































































































































































1 番の㋐で，あわせると何 L ですかと問題に書
いてあるので，式は 2 分の 1 たす 3 分の 1 にな
ると思います。どうですか。（いいです）  
他にありませんか。  
2 分の 1 と 3 分の 1 を通分したら， 6 分の 3 と
6 分の 2 になって分母が一緒になるので， 6 分
の 3 たす 6 分の 2 になって，答えは 6 分の 5 に
なると思います。どうですか。（いいです）  
他にありませんか。  






































































1 だとすると， 6 分の 3 はここで， 6 分の 2 は
ここで，これをあわせるとここが 6 分の 5 にな




















6 分の 3 たす 6 分の 2 
 
 



































て書いてみると，元の式は 2 分の 1 たす













2 分の 1 と 3 分の 1 をあわせたら 6 分の
5 になるね。それでこの 6 分の 5 が約分で
きたらしたらいいと思うけど，この場合

















































































































とを紹介すると， 6 分の 1 たす 9 分の 7


































































































子どもの発話語彙数 4220 文字（52％）  教師の発話語彙数 3940 文字（48％）  
 
第６時の授業記録 






































































































て板書しながら） 4 分の 3 は 12 分の 9 になっ
て， 3 分の 2 は 12 分の 8 になるから，㋐の答





この 3 番の答えは 12 分の 1Ｌです。どうです
か。（いいです）他にありませんか。  
（前に出て板書しながら）これを 12 に分ける
のだけど， 4 分の 3Ｌは 12 分の 9Ｌで， 3 分の
2Ｌは 12 分の 8Ｌだから，ここが 4 分の 3 でこ
こが 3 分の 2 だけど，ここが 1 個分違うから，


















































































ここも×3 して，こっちの 3 分の 2 はこっちに
×4 をして，こっちも 4 をかけて， 4 分の 3 は




になったら，12 と 12 は別にないと考えて，9－




















5 たす 10 分の 1 で，6 と 10 の最小公倍数を見
つけて 30 なので，こっちにも同じ数をかけま
す。すると 30 分の 28 になります。どうですか。
（いいです）他にありませんか。  
○○君につけたしで， 30 分の 28 は約分できる
と思うので，約分をして 15 分の 14 になると思
います。どうですか。（いいです）他にありませ
んか。ひき算でありませんか。  
6 分の 5 引く 10 分の 1 で， 6 と 10 の最小公倍
数をみつけると 30 なので，どちらも分母を 30
に直します。 30 分の 25 引く 30 分の 3 になっ
て，これを引くと 30 分の 22 になって，これは
約分できるので，分母も分子も 2 で割って，15






















































































































□の 5 番は 6 分の 5 たす 10 分の 1 とか 6 分の



























なるほど，この問題は初めから 6 分の 5 引



































































6 番の 1 が・・・（字がつぶれているだけだよ） 











































































































子どもの発話語彙数 5699 文字（55％）  教師の発話語彙数 4755 文字（45％）  
 
第７時の授業記録 



































































































































言ってくれたことを計算でしてみると， 3 と 2
分の 1 たす 1 と 6 分の 5 なのだけど，これを仮
分数に直すと 2 分の 7 たす 6 分の 11 になって，
これを通分すると 6 分の 21 たす 6 分の 11 にな
って，この答えが 6 分の 32 なのだけど，これ
は約分すると 3 分の 16 になるので，答えは仮
分数だと 3 分の 16 になると思います。どうで
すか。（いいです）他にありませんか。  











○○さんが言った 3 分の 16 を帯分数に直すと




す。 3 と 2 分の 1 引く 1 と 6 分の 5 は 2 分の 7
引く 6 分の 11 になって，それを通分したら 21
分の 6 引く 6 分の 11 になって，その答えは 6
分の 10 になるだけど，この 6 分の 10 はまだ通
分ができるから，いや約分ができるから約分を
して 3 分の 5 になると思います。どうですか。
（あれ）  
21 分の 6 とはどういうことですか。  

































































































僕は㋑の 3 と 2 分の 1 は 3＋ 2 分の 1，1 と 6 分
の 5 は 1＋ 6 分の 5 であることを使って計算し
てみます。（前に出て板書しながら）3 と 2 分の
1＋ 1 と 6 分の 5 は，3 と 1 をまずたして，次に
分数をたすと，4＋ 6 分の 3＋ 6 分の 5 になって，
これは 4＋ 6 分の 8 ということになるのだけど，
6 分の 8 は約分できるので，約分すると分母は
3 で分子は 4 になり，4＋1 と 3 分の 1 は 5 と 3
分の 1 になるので，答えは 5 と 3 分の 1 です。
どうですか。（いいです）他にありませんか。  
（前に出て板書しながら）○○君がやってくれ
たひき算バージョンだけど， 3 と 2 分の 1 引く
1 と 6 分の 5 は，こことここをまず引くから 2
足す 6 分の 3 引く 6 分の 5 になって，ここを帯
分数にすると 1 と 6 分の 1 足す 6 分の 3 になっ
て，すると 1 と 6 分の 4 になるのだけど，これ
を約分しなければいけないのでこれは 3 分の 2
で，答えは 1 と 3 分の 2 になると思います。ど
うですか。（いいです）他にありませんか。  
おたずねで，2 引く 6 分の 5 が 1 と 6 分の 1 に
なると書いてあるのだけど， 2 足す 6 分の 3 引





2 足す 6 分の 3 引く 6 分の 5 が 1 と 6 分の 1 足
す 6 分の 3 になるというのがあんまりよくわか
らない。（ああ，これか）  
これは 2 引く 6 分の 5 をすると，（前に出て板




2 から 6 分の 5 を引くのに， 2 を 1 と 1 に分け
たら，この 1 個の 1 から 6 分の 5 を引いたら 6
分の 1 になるので，だから 1 と 6 分の 1 になり
ます。どうですか。（いいです）他にありません
か。  
おたずねで，なぜここは 2 足す 6 分の 3 引く 6
分の 5 と書いてあるのに，なぜ 2 足す 6 分の 3































































































らないから，例えば 2 足す 6 分の 3 をしてから
6 分の 5 を引いたとしても答えは 6 分の 10 に







例えば 2 足す 6 分の 3 を先にやったら， 2 と 6
分の 3 引く 6 分の 5 になるけど，分母が同じだ
とひき算は簡単だけど，3 引く 5 というのはで
きないから，ここを 1 にしてやっていかないと
いけないから，簡単にすればここを 1 と 6 分の
1 足す 6 分の 3 にしたら簡単にできるし，○○
さんが言っていたように，たし算とひき算を入
れ替えても一緒だから，やりやすい方をすれば

























































よ。 3 引く 1 になる，これでいいですか。
足すことの，今度は分数同士をいくよ。は
い，ここまではいいでしょうか。ここが足
すになるのはわかるよね。3 と 2 分の 1 と
いうことは，3 足す 2 分の 1 ということだ
からね。整数同士はこれ，すぐに計算でき
ますね，2 です。分数同士は？（通分する）









































































そうではなくて， 2 足す 6 分の 3 の足すと，引




















から。だから，6 分の 3 から引くのではな
く 2 から引いたのだ。だけどそんなこと
なく前から順番に計算していってもいい
のだけど，ここでは 2 引く 6 分の 5 をや
って，後で 6 分の 3 を足しましょう，と
いうことだね。だいじょうぶ？ここまで
は。じゃあ 2 引く 6 分の 5 は，これは○
○君が説明してくれたように，2 の内の 1
個分を借りてくると 1 引く 6 分の 5 は 6








2 足す？（ 2 引く）  
 
この 6 分の 3 は足さなければいけないし，






この 6 分の 3 と 6 分の 5 だけを入れ替え
るということ？入れ替えるのであれば，2
足す 6 分の 3 引く 6 分の 5 になるならい
いです。（なんで？）  







ね？ 9＋ 5 は 14，これ 10 になるね。だけ
ど，これ本来は 9＋ 4 は 13 で８になるね。
これ違うものになりますね。だから入れ
替えるのであれば，9－ 5＋ 4，これならい












































































も一緒に移動する。これだったら 9－ 5 は




でこの後に 6 分の 3 を足しておきます。
そうなるともうひき算はなくなりました
のでたし算だけだったらすんなりいけま
すね。1 と 6 分の 4，これはさらに約分で









































































の 9 まできたのですけど，  3 で割れます







子どもの発話語彙数 7745 文字（53％）  教師の発話語彙数 6775 文字（47％）  
 
第９時の授業記録 


















































































M2 では， 3 分間独自学習をしてください。  
（※独自学習）  
 























































㋑にいくのだけど，㋑の式は 5 分の 3 かける 4
で，（前に出て板書しながら）数直線で表すとこ
こが 5 分の 3 だとして，ここは 1 で，こういう
数直線になるのだけど，この数直線は，まずこ
っちは平方メートルの数直線で， 5 個に分けた
内の 5 分の 3 で，この 5 分の 3 は１ｄL で 5 分
の 3ｍ²ということは，この 5 分の 3 が 4 つ分
で，いや，１ｄL で 5 分の 3ｍ²ぬれるから，そ
の１ｄL が４ｄL になるから 5 分の 3 かける 4
になると思います。どうですか。（いいです）他
にありませんか。  
今 5 分の 3 かける 4 と言ってくれたけど，（前
に出て板書しながら）図に表したらこれが 1ｍ
²だとすると，これを 5 個に分けた内の 3 つが
5 分の 3 で，この 5 分の 3 が 4 個分ということ
は，これがこれと同じで，この 5 分の 3Dl が 4
つあると考えて，この図だけで考えたら，1，2，





















































































こから僕は 5 分の 3 を詰めて書いたのだけど，
まずここで， 5 分の 3 で１回ぬって， 3 マスだ
からここも 1 回ぬって，3 個目はここをぬって，
4 個目はここをぬると， 5 分の飛び出した部分
が 7 個だから，5＋ 7 で 12 になって，5 分の 12
ｍ²もいけるけど，ここを見ると 1ｍ²が 2 個埋
まっていて残りが 5 分の 2ｍ²になっているの









はここに 4 つ×4 をしたのだけど，それをここ
に 2 つ余っているからここに全部隙間なくやっ
ていくと○○君にみたいになって，ちゃんとこ












と， 5 分の 3 かける 4 は， 5 分の 1 が（ 3×4）
個分だから，5 分の 3 かける 4 は，5 分の (3×4)
になって，答えは 3×4 になって 12 になるので


















































































































































を出してくれました。これを 5 分の 3 の
ところでも使いましょう，という訳です。
この 1 を 4 倍しているので 5 分の 3 も 4
倍すればきっとこの答えになるだろうと
いう話ですね。だからこの式が出てきま
す。5 分の 3 かける 4 という式がね。これ
を言葉の式にあてはめてもいいというこ
とだったね。言葉の式にあてはめるか，こ
ういう 2 本数直線図で見ていくと，5 分の






ｄL 分が 4 つあるのですね。だから 4 つ
横に並べてくれました。すごくわかりや
すいです。それでこの 1 つ分がどれだけ
になりますか。（ 5 分の 1） 5 分の 1 です
ね，この 1 つ分が。それがさっきも数えて




くなりますね。ここも 1 個分は 5 分の 1
です。この面積図はとってもいいのでは
ないでしょうか。ということは，5 分の 3
かける 4 が 5 分の 12 になるということ





































計算方法は，分子に整数をかけるので 6 分の 5
の 5 に 3 をかけていきます。どうですか。  
 
 
5×3 をして 15 になって，それはまだ約分がで
きるから，約分をして 2 分の 5 になります。ど
うですか。（いいです）他にありませんか。  
そこで約分をしてもいいのだけど，教科書には
途中で約分をしているから， 6 分の 5 かける 3
のときにもう約分してしまって， 6 と 3 で約分












この 5 と 3 をかけるのだね。するとこの






































それでは 3 分間， 3 番をやってください。  
（※適用問題に取り組む）  
















































































子どもの発話語彙数 7127 文字（56％）  教師の発話語彙数 5687 文字（44％）  
 
第 10 時の授業記録 























































































































㋑の 5 分の 4÷3 は，○○君が言ったように分
母に整数をかけるので，5 分の 4÷3 は 5×3 分





分数というのは，例えば分子が 2 だとして， 3
分の 2 より分母が大きくなった方が，例えば 3






















































































て 3 個に分けた内の 1 つにこうやって (色をつ









だとして，5 分の４ということはこの 4 つ分で，
これが 5 分の 4 m²になって，これを÷3 すると
いうことは，ここの赤の部分を 3 等分して，こ
この分が 5 分の 4÷3 をした分で，ここの 1 マ
スは 15 分の 1 m²になります。この 15 分の 1 
m²が 4 つ分で，5 分の 4÷3 は 5×3 分の 1 が 4
つ分だから，5×3 分の 4 になって，答えは 5×
3 の 15 分の 4 で，15 分の 4 m²になると思いま
す。どうですか。（いいです）他にありませんか。 
おたずねで，まだ先のことかもしれないけど，
例えばもとの数が 6 分の 3 だとして約分できる
ときは，どうやって計算したらいいのですか。  
(前に出て板書しながら )6 分の 3 をこのやり方
でやると， 6 分の 3÷3 で， 6×3 分の 3 になっ
て，かけ算と同じで，こことここが割れるので
3 で割って， 1 とここが 2 になって， 2×3 分の




























































































































式の理由は，3dL で 5 分の 4m²ぬれるというこ
とは，3dL が 1dL の 3 つ分なので，3dL でぬれ






ぬれる面積」だから，ぬれる面積は 5 分の 4m²
で，ペンキの量は 3dL で，1dL でぬれる面積と
いうことは，ぬれる面積は 5 分の 4 とペンキの

























この式が 5 分の 4÷3 という式を立てたの
はどういうことですか。なぜこの 5 分の 4
÷3 という式が出てきたのですか。○○さ
んが言ってくれてスッと通っていきまし
たが，なぜこの 5 分の 4÷3 という式が出
てきたのですか。なぜわり算とわかった
















































































































(前に出て )この赤が 5 分の 4 で，分母にかける
理由は，これが大きいほど細かくなるからで，
これはわり算だからできるだけ，普通のわり算
でも小さくなると思うのだけど，この 5 分の 4
を÷3 するんだから，ここを÷3 するためには，















と い う こ の 言 葉 の 式 が あ っ た わ け な の




















か説明してくれませんか。 5 分の 4÷3 は





































































(前に出て板書しながら )5 分の 4 というのはこ
の赤で囲ってあるところで，これを÷3 すると， 
この□が１ｍ²だとすると，まずこの１ｍ²を 5
等分します。それで 5 分の 4 というのは 5 分の




次にこれは 3dL 分だから，これを 1dL にする
には÷3 をしないといけないから， 3 等分にし








けた内の 1 つになるので，ここは 15 分の 1 に
なって， 5×3 分の 1 になるのだけど，この 15
分の 1 が 1， 2， 3， 4 個あるから， 15 分の 1×
4 になって，一緒なのだけど 5×3 分の 4 になっ
て，答えは 15 分の 4 になります。  










































この 1 個あたりが全部で 15 個あるでし
ょ。その 15 個を見つけるためには縦に 5，
横に 3 なので，全部で 5×3， 1 個ずつ数
えてもいいのだけどね。 15 分の 1，それ






















もう一度整理すると，5 分の 4÷3 は 15 分
の 4 になるということなのだけど，なぜ
15 分の 4 になるかというと，15 分の 1 が
4 つあるからですね。それではこの 15 分
の 1 はどこから出てきたかというと，こ
の 5 と 3 をかけているのだね。それをこ
の面積図で見たらわかるね。全部で縦に
5，横に 3 なので，小さい 1 つのマスが 15
個ある，これを見つけないといけないね。
一番小さいマスが何個あるか， 20 個あっ
たら 20 分の 1，30 個あったら 30 分の 1，


















































































子どもの発話語彙数 8778 文字（55％）  教師の発話語彙数 7272 文字（45％）  
 
第 12 時の授業記録 



























































































































1 番の式で，２L のジュースを同じように 3 つ
に分けるから，2÷3 になると思います。どうで
すか。 (いいです )他にありませんか。  





ら )まず２L は１L が 2 つだから，これが１L で，
２L は１L が２つ分なので，それで 3 つに分け
るということは，この１L を 3 つに分けます。
その 1 つ分が，こっちの１L の 3 分の 1 はこれ
だけ，こっちの 3 つに分けた 1 つ分はこれで，
ここは 3 分の 1L で，ここも 3 分の 1L で， 2L
を 2 つに分けて考えているので，最後合わせな
いといけないから，3 分の 1L と 3 分の 1L を足







3 分の 1L は１L の場合だから， 2L の場合は 3
分の 1 足す 3 分の 1 で 3 分の 2 だと思います。 
 
 
(前に出て板書しながら )もともとこれは 2L の




も 3 個に分けた内の 1 つだから，このままだと
3 分の 1 と間違いやすいけど，それを直すと 3
分の 1 が 2 つあるということで，それをまず 1
回分けたら元に戻さなければならないから，そ
れを足して 3 分の 2 になったのだと思います。
どうですか。(いいです )他にありませんか。他の
件でありませんか。  
1 番の答えは 3 分の 2 になっているのだけど，
それには 2 つの考え方があって，1 つ目は，3 分
の 2 は 3 分の 1 の 2 つ分であって， 2 つ目は，



























1L 分のときは 3 分の 1L，それが 2L 分だ



































































2÷3 の商が 3 分の 2，そして答えが 3 分

















積図を使って考えると，3 分の 1L ずつが
2 つあって 3 分の 2L になると。そして，
こ れ は 〇 ○ さ ん が 言 っ て く れ た の で す
が，まとめてやると間違えてしまうこと
がありますね。 3 分の 1L じゃないかと。
そんなときはここに 1 本の線を入れて，1
つあたりが 3 分の 1L ですので，これが 2
つで 3 分の 2L となります。それから○○
さんが△と□で整理してくれましたが，
△÷□は□分の△になり，例えば 4÷5 だ




















（※ 4 名を指名）  
では，何かおたずねのある人はいませんか。  
㋓ですが，7 分の 10 になると思います。どうで


























































10 割る 7 は，まず 10 を文章題みたいに 10L あ
るとして考えて，それを 1L ずつに分けて，そ
の 1L を 7 つに分けていくと，7 分の 1 が 10 個



























こ の 割 ら れ る 数 は 分 子 の 方 に 行 く の だ
ね。他の理由？ 10 分の 7 ではなく 7 分の











以上ですよね。ところが 10 分の 7 って 1
より小さいですよね。おかしくないです
か。 10 分の 10 でやっと 1 なのだから，
10 分の 11 とか 10 分の 12 のように仮分
数になったら 1 より大きくなるね。あれ，


















































いきますね。 3 分の 1 と 3 分の 1 を合わ






子どもの発話語彙数 5260 文字（54％）  教師の発話語彙数 4396 文字（46％）  
 
第 13 時の授業記録 
























































































































当な位で四捨五入します。 3 分の 2 を四捨五入
で 100 分の 1 の位までの小数で表すと，0.67 に
なります。それで，何で 100 分の 1 の位までに
するかというと， 0.6666 と 6 が続いていくの
で，例えば 10 分の 1 で四捨五入をやってしま
うと答えは 1 になってしまって，それはちょっ
と小数で表しているとは言えないし 0.6 とは離
れてしまいます。それで 10 分の 1 で表そうと
しても 0.7 になってだめなので， 100 分の 1 で
表したのだと思います。どうですか。他にあり
ませんか。  
○○さんに質問で，1000 分の 1 とか 1 万分の 1
とかは， 10 分の 1 の位がだめなら何で 100 分
の 1 の位より少ない数は何で適当ではないので
すか。  
だから， 1000 分の 1 とか 1 万分の 1 とかだっ
たらできるの？ということ。  
簡単に言うとどの位で四捨五入してもいいけ
ど， 10 分の 1 の位で四捨五入すると 6 という
数がなくなってしまってわかりにくくなるの
ではということで〇○さんは言ってくれたの
だと思うけど，別に 1000 分の 1 でも 1 万分の




例えば 1000 分の 1 でやると， 0.667 に答はな
るのだけど，また 10000 分の１とかしていくと
6 がいっぱいになって，小数が増えてしまうか
ら，一番適当なのは 100 分の 1 だと思います。
どうですか。（いいです）他にありませんか。  















































































































114 頁の 1 番で説明するのだけど，「ジュース２




もし， 4 分の 3 を， 3÷4 でなくて 4÷3 になっ
たら，4 分の 3 は 1 より小さいのに，4÷3 をす
ると 1 より大きくなるので，真分数のときはそ








もともと 4 分の 3 と言うのは， 1 より数が小さ
いと思うのだけど，ここまではわかりますか。
これが 4÷3 になってしまうと，答えが 1 点何々
になって， 4 分の 3 は 1 より小さいのに，それ
を式に表すと 1 より大きくなるというのはおか
しいから。 3÷4 だと， 4 分の 3 といっしょで 1
より小さくなるから。どうですか。（いいです） 
4 分の 3 の意味が， 4 つに分けた内の 3 つだか
ら・・・。  
これを 1 番の文章題にあてはめていくと，4÷3
と言うのは 114 頁の 1 番で言うと答えになるの
で，（※板書しながら）こうなって，4 分の 1Ｌ
が 3 つ分で。  
 




















































































この 1 番の問題にあてはめているからです。  
 
 
だからこの答えではなくて， 4 分の 3 の場合で




これを 114 頁の 1 番にしていくと，（どういう
こと）  
ジュースが 3Ｌあるとしたら，それを 4 つに分
けるので， 4 分の１が 3 つできるから，答えは
4 分の 3 になって， 3÷4 になると思います。  
（なんで３Ｌ）  




























































4 分の 3 を 4÷3 にしてしまうと 1 より大
きくなってしまうので，○○君が言って
くれていたけど，これとこれは等しくな
りません。4 分の 3 と言うのは 4 つに分け
た内の 3 つで， 1 より絶対小さくなるね。
大丈夫？これが全部で 1，その内の 3 つ分
だから， 1 より絶対少ないね。  





























か で 四 捨 五 入 し な い と 切 り が つ か な い
ね。どこで四捨五入するかは今日の話し
合いの中で出てきたね。もし 1 番最初の 6
で四捨五入すると 1 になってしまいます。
0.666 と 1 が等しいというのはちょっと
差がありすぎますね。それで，次のところ
で四捨五入すると 0.7 になります。  




















（※ 8 人を指名）  
おたずねがある人は手を挙げてください。  
3 番の㋐は 0.333 になると思います。  
 
 








これは 100 分の 1 の位で終わっているか
ら， 0.333 がいいね。  
 









子どもの発話語彙数 5612 文字（56％）  教師の発話語彙数 4463 文字（44％）  
 
第 14 時の授業記録 










































M2 では，独自学習を 3 分間してください。  
（※独自学習）  
 






































4 番の 0.7 は 10 分の 7 で，理由は 0.1 が 10 分
の 1 のことだからです。どうですか。（いいで
す）他にありませんか。  
その○○君の 10 分の 7 の理由は， 0.1 が 10 分
の 1 でその 7 個分だからです。  
 
 
0.12 は 100 分の 12 になると思います。どうで
すか。（いいです）  
その理由は， 0.01 が 100 分の 1 で，それが 12
個あるから 100 分の 12 になると思います。ど
うですか。（いいです）  
その右の問題で， 0.008 は 1000 分の 8 になる
と思います。どうですか。（いいです）他にあり
ませんか。  








0.12 のことに戻るのだけど， 0.12 は 100 分の
























































































































12 も 100 も 4 で割れるから， 25 分の 3 になり
ます。どうですか。（いいです）他にありません
か。  
1000 分の 8 もどっちも偶数だから約分できる

















見が続きましたが， 0.7 の場合は 10 分の
7 を使うと，分数にする場合にはね，その
理由は 0.1 が 10 分の 1 だから 10 分の 7
になるよ，ということを言ってくれまし
た。それから 0.12 の場合は 100 分の 12，
これは 0.01 が 100 分の 1 だからという理
由を言ってくれていたね。だから 100 分
の 12 になると，それから次に 0.008 は
1000 分の 8 になると，これは 0.001 が








































































100 分の 12 の場合だったら，両方とも偶数だ
から 2 で割り切れるので 50 分の 6 になる。ま

















□の 5 番で意見を出せる人はいませんか。  
5 は 1 分の 5 になると思います。どうですか。
（いいです）他にありませんか。  






その理由は，1 は 1÷1，2 は 2÷1 だから，5 は
5÷1 で 1 分の 5，12 は 12÷1 で 1 分の 12 にな
ると思います。どうですか。（いいです）他にあ
りませんか。  




で， 2 は 2÷1 で， 5÷1 だと割られる数が分子
で割る数が分母になるので， 1 分の 5 になると
 








25 分の 3 に行き着きますね。今の〇〇君
の方法でいいのです。いきなり 4 で割ら
なくてもいいのです。それはこっちでも
同じですね。1000 分の 8 をパッと 8 で割
るのは難しいです。ですから，（２） 2 で
割ります。（ 500 分の 4）そうですね。2 で
割るということはちょうど半分にするこ
とですからわかりやすいですよね。また，
500 と 4 の顔ぶれを見て，（２） 2 で割れ
ますよね。これが 250 分の 2。（また 2 で
割れる）また 2 で割れますね。偶数であり
続ける限り，2 で割り続けるわけだ。結局















































いいですね。5 は，1 分の 5，12 は，1 分
の 12 となります。前に学んだ分数という
のは，分子を分母で割ればよかったね。1
分の 5 というのは 5÷1 と全く同じですよ
ね。だいじょうぶですか。 5÷1 は結局 5
ですね。だから，これと同じということが
言えますね。同じく 1 分の 12 も 12÷1 で




で な く 整 数 も 分 数 で 表 す こ と が で き る
と，言えると思います。  
それでは，練習問題をやっていきましょ


































（※全部で 13 名を指名）  
（※答え合わせ）  
何かおたずねのある人はいませんか。  
7 番の 1.2 はそれであっていますか。  
 
 
7 番の 0.8 って違うと思うのですが。  
（ほんまや 0.9 になっている）  





7 番の数直線の一番右にある 1.75 で，もとは 4
分の 7 なので，4 分の 7 の方がいいと思います。
どうですか。（いいです）他にありませんか。○
○さん。  














これは 2 つの目盛りで 0.1 だね。ここが













































○○君が言った 1.75 ってどういうこと。  
（直したやつを書いてしまったから）  

















































たんでした。0.1＝ 1／ 10、0.01＝ 1／ 100、0.001






































































































A 児  2 2 2 3 3 3 2 2 1 3 3 3 
B 児  4 3 3 3 3 3 2 3 3 3 4 3 
C 児  2 2 2 3 2 2 3 2 2 3 3 3 
D 児  4 2 2 3 3 3 3 2 3 2 2 3 
E 児  2 1 2 3 2 1 3 1 2 2 2 3 
F 児  3 2 2 1 3 2 2 2 1 2 1 3 
G 児  2 2 3 2 2 3 2 3 3 2 2 3 
H 児  3 2 2 2 3 3 3 2 3 3 2 3 
I 児  2 3 1 2 3 2 2 2 3 3 2 3 
J 児  1 2 1 3 2 2 3 2 3 3 3 3 
K 児  2 2 3 3 2 2 3 2 2 2 3 2 
L 児  2 2 3 3 2 2 3 2 2 2 2 3 
M 児  4 2 3 3 2 2 2 3 3 3 3 3 
N 児  4 2 2 3 2 2 3 1 2 3 1 2 
O 児  2 2 3 3 3 1 3 2 3 3 3 2 
P 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 
Q 児  2 2 1 3 2 1 2 2 3 2 1 3 
R 児  3 2 2 3 2 欠席  欠席  2 3 2 3 2 
S 児  2 2 2 3 2 2 3 2 2 2 2 3 
T 児  3 2 2 3 3 3 2 2 3 3 3 2 
U 児  2 2 3 3 3 3 3 2 3 2 2 3 
V 児  2 2 1 1 2 2 3 3 3 2 2 3 
W 児  2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 3 3 
X 児  3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 
Y 児  3 3 3 2 2 2 3 2 3 2 4 3 
Z 児  3 3 3 3 2 1 1 1 1 2 3 3 
ａ児  4 2 3 2 3 2 3 3 3 2 3 3 
ｂ児  2 2 2 2 3 2 2 2 1 2 2 2 























１つの立場としては，あくまで P2 の基準は，P3, P4 の発想を持たない場合において，
学習のめあてを設定している場合とすることである。もう１つの立場としては，たとえ
P3 以上の発想を持っていたとしても，記述として表れない限りは， P2 と判定すべきだと
いう判断になろう。  
P3 の事例としては，次のような学習のめあてがあった。  
・第４時：数が大きい分数や３つの分数を通分できるようにしよう。  










































































A 児  3 3 5 3 3 3 3 3 3 3 4 3 
B 児  4 3 4 4 3 4 2 3 4 3 3 4 
C 児  2 3 4 3 4 4 3 2 3 4 3 3 
D 児  4 5 3 4 4 3 4 4 4 3 4 3 
E 児  2 3 3 3 2 3 2 2 2 1 3 2 
F 児  4 3 2 3 2 3 2 2 2 3 3 3 
G 児  3 3 4 3 3 3 2 3 3 3 4 3 
H 児  4 4 4 4 4 3 4 3 4 4 3 4 
I 児  2 3 3 3 3 3 2 4 3 3 3 3 
J 児  1 1 1 3 3 3 3 3 3 3 3 2 
K 児  3 4 3 3 3 4 3 3 5 3 3 4 
L 児  3 3 3 4 3 4 3 3 3 3 3 4 
M 児  3 3 3 3 3 3 3 4 4 3 3 4 
N 児  3 3 3 4 4 3 3 3 3 3 3 3 
O 児  3 3 3 3 3 1 2 2 2 3 2 3 
P 児  3 5 4 4 6 4 4 4 5 4 4 4 
Q 児  3 2 2 1 1 1 2 2 3 3 3 2 
R 児  1 3 3 3 3 欠席  欠席  2 3 3 4 3 
S 児  4 4 4 3 4 4 3 3 3 3 4 4 
T 児  3 3 3 3 3 4 2 5 3 3 3 3 
U 児  3 3 4 3 3 3 3 3 3 3 3 4 
V 児  2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 3 3 
W 児  3 2 3 2 2 3 2 3 3 3 3 2 
X 児  2 3 3 3 3 4 3 4 4 3 2 2 
Y 児  3 4 3 3 4 4 3 3 5 4 4 4 
Z 児  3 3 3 3 2 3 2 2 2 2 3 3 
ａ児  2 2 2 3 2 2 2 3 3 3 3 2 
ｂ児  2 3 2 2 2 3 3 3 2 2 2 2 





い。   
C4 は，学習のめあてに沿った振り返りと共に，自己や他者への気づきを含むものであ
り，この事例としては，次のような振り返りが相当する。  















のとして，C4 と判断した。  











c  学習のめあてと振り返りの連動性およびレベルの上昇に関する分析  
 

















あてと振り返りのレベル平均値の相関係数は 0.645，回帰式は  ｙ＝1.1773x＋0.1835 
で，R-2 乗値は  0.416 であった。十分な数値に達しているとは言えないが，めあてレベ
ルと振り返りレベルの連動性について正の相関が見られた。その上で，めあてレベルと振
り返りレベルのつながり方の特徴を明らかにしていきたい。  
 次に，めあてレベルが上昇している児童の事例を挙げてみる。例えば J 児の 12 時間分
のめあてレベルの変遷を追ってみると， P1（第 1 時）→P2（第 2 時）→P1（第 3 時）→P3
（第 4 時）→P2（第 5 時）→P2（第 6 時）→P3（第 7 時）→P2（第 9 時）→P3（第 10
時）→P3（第 12 時）→P3（第 13 時）→P3（第 14 時）であった。完全な右肩上がりでは
ないが，時数を追うごとに安定した学習のめあてが持てるようになっていた。また，振り
返りレベルが上昇している児童の様相として， V 児の 12 時間分の振り返りレベルの変遷
を追うと，C2（第 1 時）→C2（第 2 時）→C1（第 3 時）→C1（第 4 時）→C2（第 5 時）→
C2（第 6 時）→C2（第 7 時）→C2（第 9 時）→C2（第 10 時）→C2（第 12 時）→C3（第






























































第１時 等しい分数のつくり方を考えよう。  
第２時 約分の意味とその仕方について理解しよう。  
第３時  通分の意味を知り，大きさくらべができるようにしよう。  
第４時  通分の仕方について理解を深めよう。  
第５時  分母のちがう分数のたし算の仕方を考えよう。  
第６時  分母のちがう分数のひき算の仕方を考えよう。  
第７時  帯分数の計算の仕方を考えよう。  
第８時  （今までに習った分数の計算を確実にできるようにしよう。※復習，練習問題）  
第９時  分数×整数の計算の仕方を考えよう。  
第 10 時  分数÷整数の計算の仕方を考えよう。  
第 11 時  （今までに習った分数の計算を確実にできるようにしよう。※復習，練習問題）  
第 12 時  わり切れないときの商の表し方を考えよう。  
第 13 時  分数を小数で表すことを考えよう。  
第 14 時  小数や整数を分数で表す仕方を考えよう。  
第 15 時  （分数の学習で学んだことをたしかめよう。※復習，練習問題）  
表 11 教師側の毎時の学習のめあて  
171 
 
 子どもの学習のめあての分析に関しては，まず分数単元 12 時間分の授業において，子
どもが立てた毎時のめあてを一覧表 (前節表８)に整理していった。特に見極めが難しい




てみなければ出てこない。したがって，「分数のたし算の仕方を考えよう (Z 児)」は P2
となり，「分母のちがう分数のたし算をしよう (A 児)」は P3 と判定した。同様に，第 9
時の教師が事前に持ち合わせていためあては「分数×整数の計算の仕方を考えよう」で，
ここでのキーワードは「分数×整数」とした。したがって，「分数のかけ算について知ろ
う。また，できるようにしよう (U 児)」は P2，「分数×整数のかけ算のやり方を考え，




























図９ めあてレベルの割合  
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表 12 事前に自分のめあてが持てていた割合   
 
てを持って臨むことができていた。自分のめあてを持つ回数が最も少なかった子どもで















・第 10 時：分数÷整数について考えよう。  
・第 12 時：わり算と分数の関係を考えよう。  





１つの立場としては，あくまで P2 の基準は，P3, P4 の発想を持たない場合において，
持てなかった回数 (回 )計 12 回  ０  １  ２  ３  ４  ５～１２  
持てた割合（％）  100 91.7 83.3 75 66.7 58.3～０  
人数（人）計 29 人  16 5 3 4 1 ０  





















・第２時：15／20 より分母の小さい等しい分数をみつけよう。  






・第 10 時：分数÷整数をして，分数×整数とのちがいを見つけよう。  
・第 12 時：整数÷整数の商を分数で表そう。  
・第 13 時：分数を小数に表すしかたを考えよう。  


























・第 13 時：分数を小数で表してみよう。また，わり切れない数は四捨五入して表そう。  
今回の 12 時間分のデータにおいて，P4 であるとはっきり断定できた事例は第 1 時と










に，P3 と P4 の違いは十分にある。  
 

























1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
1  2  3  4  5  6  7  9  10  12  









1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
児童  
図 11 児童別のレベル平均値  
レベル平均値  
1  2  3  4  5  6  7  9  10  12  13  14  
176 
 
d  児童個別の様相 
 
 児童別のレベル平均値は図 11 のようであった。29 人の 12 時間分のちらばりは 1.92 か
ら 3.08 で，大きな開きは見られなかった。これは，ほとんどの子どもの学習のめあてが










e  レベル上昇の様相の仮説 
 
めあてレベルが上昇している子どもの様相を掴むために， 3 名の 12 時間分のめあてレ
ベルの変遷を追ってみた。この 3 名は，本単元に入るまでに，自分の学習のめあてをあま
り持てていなかった子どもたちである。  
○J 児：P1（第 1 時）→P2（第 2 時）→P1（第 3 時） 
→P3（第 4 時）→P2（第 5 時）→P2（第 6 時） 
→P3（第 7 時）→P2（第 9 時）→P3（第 10 時） 
→P3（第 12 時）→P3（第 13 時）→P3（第 14 時） 
○V 児：P2（第 1 時）→P2（第 2 時）→P1（第 3 時）→P1（第 4 時）→P2（第 5 時）→
P2（第 6 時） 
→P3（第 7 時）→P3（第 9 時）→P3（第 10 時） 
→P2（第 12 時）→P2（第 13 時）→P3（第 14 時） 
○ｄ児：P1（第 1 時）→P2（第 2 時）→P1（第 3 時）→P1（第 4 時）→P2（第 5 時）→
P2（第 6 時） 
→P2（第 7 時）→P2（第 9 時）→P3（第 10 時） 










②  授業の冒頭で級友のめあてを聞き合うことで，自分のめあて作りの参考にできる。  
③  自分自身で自己決定しためあてが，学習プロセスの Do（さらなる独自学習，グループ
交流，全体交流）の中で立ち戻る場所として機能する。  




























































A 児  2.5 2.5 2.5 3 3 3 2.5 2.5 1 3 3 3 
B 児  4 3 3 3 3 3 2.5 3 3 3 4 3 
C 児  2.5 2.5 2.5 3 2.5 2.5 3 2.5 2.5 3 3 3 
D 児  4 2.5 2.5 3 3 3 3 2.5 3 2.5 2.5 3 
E 児  2 1 2 3 2.5 1 3 1 2 2.5 2.5 3 
F 児  3 2.5 2.5 1 3 2 2.5 2 1 2 1 3 
G 児  2.5 2.5 3 2 2.5 3 2.5 3 3 2.5 2.5 3 
H 児  3 2.5 2.5 2.5 3 3 3 2.5 3 3 2.5 3 
I 児  2.5 3 1 2.5 3 2 2 2 3 3 2 3 
J 児  1 2 1 3 2.5 2 3 2.5 3 3 3 3 
K 児  2.5 2.5 3 3 2.5 2.5 3 2.5 2.5 2.5 3 2 
L 児  2.5 2.5 3 3 2.5 2.5 3 2.5 2.5 2.5 2.5 3 
M 児  4 2.5 3 3 2 2.5 2.5 3 3 3 3 3 
N 児  4 2.5 2.5 3 2 2.5 3 1 2.5 3 1 2 
O 児  2 2.5 3 3 3 1 3 2 3 3 3 2 
P 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 
Q 児  2 2.5 1 3 2 1 2 2 3 2.5 1 3 
R 児  3 2 2 3 2 欠席  欠席  2 3 2.5 3 2 
S 児  2.5 2.5 2.5 3 2.5 2.5 3 2.5 2.5 2.5 2.5 3 
T 児  3 2.5 2.5 3 3 3 2.5 2.5 3 3 3 2 
U 児  2.5 2.5 3 3 3 3 3 2.5 3 2.5 2.5 3 
V 児  2.5 2.5 1 1 2.5 2.5 3 3 3 2.5 2.5 3 
W 児  2 2.5 2 2.5 2.5 2 2 1 2.5 2.5 3 3 
X 児  3 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 3 
Y 児  3 3 3 2.5 2.5 2.5 3 2.5 3 2.5 4 3 
Z 児  3 3 3 3 2.5 1 1 1 1 2.5 3 3 
ａ児  4 2.5 3 2.5 3 2.5 3 3 3 2.5 3 3 
ｂ児  2 2.5 2.5 2.5 3 2.5 2 2.5 1 2.5 2.5 2 
ｄ児  1 2.5 1 1 2.5 2.5 2 2.5 3 2.5 2 3 















一度整理し直したのが，表 13 の一覧表である。この一覧表から，レベル 2.5 以上を十分
自律的な学習につながるめあてであると判断した場合，実に 15 人(29 人中)の子どもが全
時数において該当した。この段階で，少なくともこの 15 人の子どもたちは，RPDCA サイ
クルを活かした算数の学びが定着していると考えられる。  
 したがって，このレベル 2.5 を適切に位置付けていくことが必要になると示唆される。  
 
g  この節のまとめ 
 
今回の事例研究では，Plan(学習のめあて)のレベル別枠組みを４段階に分けて検証を始







でも試すことができそうである。今後の課題としては，  P 以外の要素を如何に効果的に





a  C(振り返り )に関するレベル判定結果 
 























た割合は 97％であった。  
 
 
書けなかった回数／ 12 回  ０  １  ２  ３  ４～ 12 
書けた割合（％）  100 91.7 83.3 75 66.7～０  
人数（人）計 29 人  22 4 1 2 ０  













表 14 学習の振り返りが書けていた割合  





















































して，  C4 と判断した。他者や自己への気づきでは，結果のみの記述をしているものは
C3 とし，プロセスが見て取れるものを C4 とした。  
 
(5)C5 レベルの詳細 















c  時数ごとの主な様相  
 
 時数ごとのレベル平均値は図 14 の
ようであった。12 時間分のちらばりは
2.64 から 3.14 で，第 9 時を除いて，第


























1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12  2  3  4  5  6  7  9  10  12  13  14 時  
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d  児童個別の様相 
 
 児童別のレベル平均値は図 15 のよう
であった．29 人の 12 時間分のちらば
りは 2.00 から 4.17 であった。めあて
レベルの平均値が 1.92 から 3.08 であ

















 逆に，最も高位となった 4.17 の子どもは，短い時間の中でも湧き出るように振り返りの
記述を行い，自分のことも学級全体のことも学びの過程がよく見えている。そうした子ど
もが，他の子どもたちの範となり，互いが伸びていく授業を構想することも重要である。  







1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29
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り返りを書けばいいのかという幅が広がっていくだろう。   


















































































第５節 R(独自学習)と P(学習のめあて)の関係性 
 
a  研究の方法と R(独自学習 )のレベル別枠組み 
 
研究対象は，P と C の分析時と同様，A 小学校 5 年生 29 名とし，対象単元として，5




で，既に調査済みの P の一覧表と合わせて吟味しながら，R と P にどの程度の連動性が
あるのかを調べていく。 










も合っていなくても，その子なりの道筋で答までたどり着いていれば R3 と判断する。  
R4 は，R3 に加えて算数的な価値付けが記述されている場合とする。問題に取り組んだ過
レベル  様    相  
R1 独自学習を行った記述はない  

















b  R(独自学習)の分析結果 
 
(1)各レベルの主な様相  
 子どもたちのノートを振り返りレベルの枠組みに沿ってレベル判定したところ，表 16 の
ような結果になった。  































A 児  2 4 3 3 3 3 3 4 1 4 4 3 
B 児  2 4 3 4 4 3 2 3 4 4 4 4 
C 児  4 4 4 4 4 3 3 4 4 4 4 5 
D 児  5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 
E 児  4 1 4 3 4 1 1 1 1 2 3 2 
F 児  3 1 3 1 4 4 2 1 1 2 1 2 
G 児  3 4 3 2 3 4 3 3 4 3 4 3 
H 児  5 4 4 3 5 3 4 4 4 4 4 4 
I 児  2 3 2 3 3 2 1 1 3 1 1 1 
J 児  1 1 1 1 2 1 1 2 2 2 1 2 
K 児  2 4 4 4 4 3 2 2 3 3 3 2 
L 児  4 4 4 4 4 4 3 4 4 3 4 4 
M 児  4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 4 4 
N 児  2 4 2 4 4 4 3 4 4 4 2 3 
O 児  2 4 4 2 1 1 3 1 2 3 1 2 
P 児  5 5 4 4 5 4 4 4 5 4 4 5 
Q 児  3 4 1 1 1 1 2 2 2 4 1 2 
R 児  4 3 2 3 2 欠席  欠席  2 2 3 2 2 
S 児  4 3 4 4 3 3 4 3 3 4 2 3 
T 児  4 4 3 3 4 2 2 4 4 4 4 4 
U 児  3 4 4 4 4 4 2 3 4 3 4 4 
V 児  3 4 1 1 4 4 3 4 4 4 4 4 
W 児  4 4 1 2 3 1 3 1 3 4 3 4 
X 児  2 4 4 3 4 4 3 2 4 4 4 4 
Y 児  4 4 3 3 3 4 2 4 5 3 4 4 
Z 児  3 4 3 3 3 1 1 3 3 3 3 3 
ａ児  4 4 4 4 4 4 2 4 4 4 4 4 
ｂ児  2 4 4 4 4 4 3 2 1 3 4 4 





る。レベル 4 が最も多くて 43％，
続いてレベル 3 が 23％，レベル
2 が 15％，レベル 1 が 13％で，
最も低かったのはレベル 5 で 6％
という結果であった。  
 この結果から，毎時の授業に








 R2 レベルは 15％で，1 時間あたりでは 4 人程度であった。この結果を知るまでは，もっ
と多くの子どもたちがレベル 2 に相当すると考えていた。しかし，実際の子どもたちは，
一旦独自学習に取り組めば何らかの答えにたどり着くまでを 1 区切りとしていることがわ
かる。レベル 3～5 までの合計が 72％である結果を踏まえれば，多くの子どもたちが実現
可能であり，自分の力で答えまでたどり着くことを１つの目安とすることは，独自学習を
勧める上での指針となりそうである。  
































図 18 のようであった。 
12時間分のちらばりは 2.57















 児童別のレベル平均値は図 19 のようであった。  
 29 人の 12 時間分のちらばりは 1.42 から 5.00 で，大きな開きが見られた。宿題として














る。それでも，平均値が 2.00 を切ってしまった子どもは 2 名に留まったため，個別指導は
対応しやすい状況であった。また，独自学習の記述はなくとも，何かしらの学習のめあて
を持ち合わせて授業に臨んでいるところがあるので，後の R と P の連動性のところで触れ
ることにする。  






c  R(独自学習)と P(学習のめあて )の連動性   
 
(1) R と P の相関関係 
 29 名の独自学習と学習のめあてのレベル平均値にどの程度の相関関係があるのかを相
関係数で調べたところ，0.582517 という結果であった。図 20 の散布図で視覚的に見ると
ゆるやかな関係性があると判断できるが，数値が 0.6 を超えなかった結果からも然程強い
相関があるとは言えない。この原因の解明には，学習のめあての精緻化を試みた分析に立
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 これら 2 つのデータの比較よ








図 21 R と P(細分化タイプ )の相関散布図  
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図 20 R と P の相関散布図  
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(2) R のレベルに応じた P の平均値 
 毎時の授業で R のレベルに応じて P のレベルがどこにあったのかを整理したのが表 17
である。  
 
R＼P 1 2 3 4 平均値 
1 25 15 9 0 1.67 
2 2 33 18 2 2.36 
3 2 44 37 0 2.42 
4 1 75 79 5 2.55 
5 0 5 15 1 2.81 
 
 この表から，R のレベルが上がるほど P のレベル平均値も右肩上がりで上がっていくこ
とがわかる。また，平均値のそれぞれの上昇率を調べてみると，R1 から R2 が 0.69，R2
から R3 が 0.06，R3 から R4 が 0.13，R4 から R5 が 0.26 で，R1 から R2 にかけての上昇
率が最も顕著であった。R1 であっても，教科書にさっと目を通して学習のめあてをつくる
ことはできる。度数は少ないが，R1 でありながら P3 レベルの学習のめあてを作成した子
どもは述べ 9 名いる。しかし，こうした学習のめあてが準備できるのは稀であり，一時凌
ぎで学習のめあてを作成している場合が多いことは否めない。R2 から R5 まではなだらか
な上昇率であったが，その中でも R4 から R5 への上昇率が最も高かった。R5 のレベルに
達している子どもは，事前にやれるべきことはきちんとやり切ろうとする姿勢があるため
か，本時の学習で行うべき全体像が捉えやすく，必然的に学習のめあてレベルも上昇して





















できる分析枠組みを作成した。すると，P と C 以上の密接な関係性が R と P にはあること
がデータ分析をすることでわかった。その結果，R2 以上の独自学習を行う習慣がついてく



























































事例⑥  5 年 A 学級「分数」11 時間分  
 
(1）教師側の学習のめあて 
 授業を行う前の授業者による学習のめあては，以下のようであった。  
 
(2）第 9 時の授業記録 
5 年 A 学級 単元名「分数」第 9 時の授業記録  






















































第 1 時 大きさの等しい分数の作り方を考えよう  
第 2 時 大きさの等しい分数の見つけ方を考えよう  
第 3 時  分母がちがう分数の大きさを比べる方法を考えよう  
第 4 時  分母が違う分数のたしざんの計算の仕方を考えよう  
第 5 時  分母が違う分数の引き算の計算の仕方を考えよう  
第 6 時  通分の仕方を工夫しよう  
第 7 時  ３つの分数の計算の仕方を考えよう  
第 8 時  帯分数のたしざんの計算の仕方を考えよう  
第 9 時  帯分数の引き算の計算の仕方を考えよう  
第 10 時  分数と小数の混じった計算の仕方を考えよう  









































僕は 2 と 1/4－ 2/3 の帯分数を仮分数に直
して 9/4－ 2/3 にしてそれを通分して 4 と 3





























































えてみました。まず 2 と 1/4－ 2/3 で４と３




のままではできなくて，帯分数の 2 から 1
を借りてきて 1 と 15/12－ 8/12 になれば計


































































借りてきた１は 12 分の何ですか。  
ここの１は１２分の何ですか。  
１は 12/12 になると思います。  
 
 
2 と 1/4－ 2/3 はひけないから。○○君はな
おしたくないから，○○君はなおさずに計
算して，でも，2 と 3/12－ 8/12 はひけない
から，○○君は，２のうちの 1 の１２ /１２
を借りて分子の１２と３をたして１と１２
分の１５になりました。で２を１つ使って
し ま っ た の で こ こ が １ に な っ て ， １ と







私は 2 と 1/4 を面積図に表してそれを通分







まず１と 15/12 の１を書いて，これは 12 個
に分けた面積図を書いて，ここまでいいで

































































































































































子どもの発話語彙数 3860 文字（48％）  教師の発話語彙数 4143 文字（52％）  
 
(3）P のレベル判定 
 ５年 A 学級の毎時の授業プリントから，子どもたちの立てた学習のめあてに対してレベ
ル判定を行った。その結果をまとめたのが表 18 である。  
























A 児  3 3 3 2 2 3 3 2 2 2 2 
B 児  3 3 3 3 3 1 3 3 3 3 3 
C 児  3 3 2 2 2 3 2 2 1 3 1 
D 児  3 3 3 2 3 2 1 3 2 2 2 
E 児  3 3 3 3 3 2 3 3 3 3 2 
F 児  3 3 3 2 3 3 1 3 1 3 1 
G 児  2 3 2 3 1 3 2 3 3 1 3 
H 児  3 2 3 3 3 1 3 3 3 3 3 
I 児  3 1 3 3 3 3 3 3 3 3 2 
J 児  3 2 2 2 2 2 3 2 2 2 3 
K 児  1 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 
L 児  3 3 3 3 2 1 1 1 1 3 1 
M 児  2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 
N 児  1 1 3 1 3 3 1 3 1 3 3 
O 児  3 3 3 1 1 3 3 1 2 3 1 
P 児  2 3 2 2 3 3 3 3 3 3 2 
Q 児  3 3 3 1 1 1 1 1 1 1 1 
R 児  2 2 3 3 2 3 3 3 3 3 3 
S 児  2 2 2 3 3 3 3 2 1 3 2 
T 児  3 3 3 3 3 1 3 3 3 3 3 
U 児  3 3 3 3 2 2 3 2 2 2 3 
V 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 
W 児  3 3 3 3 1 1 3 3 3 3 3 
X 児  1 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 
Y 児  3 3 2 2 2 2 2 3 1 2 2 
Z 児  3 3 3 3 3 1 3 3 3 3 3 
ａ児  1 3 3 3 3 3 1 3 3 3 3 
b 児  3 3 2 3 3 3 3 3 3 3 3 
d 児  2 3 3 3 3 2 3 3 3 3 3 




(4) C のレベル判定 
５年 A 学級の毎時の授業プリントから，子どもたちの立てた学習の振り返りに対してレ
ベル判定を行った。その結果をまとめたのが表 19 である。  
 

























A 児  3 3 2 3 4 4 4 3 3 3 2 
B 児  3 2 3 3 3 3 3 3 3 3 4 
C 児  3 3 3 4 3 3 3 4 4 3 3 
D 児  3 3 2 3 4 3 4 3 3 2 3 
E 児  3 5 3 5 3 4 3 4 4 5 4 
F 児  2 2 2 2 2 2 3 2 3 3 2 
G 児  3 3 3 4 1 3 3 3 3 3 3 
H 児  3 3 3 3 3 3 4 3 3 3 3 
I 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 
J 児  1 2 2 3 3 2 3 3 2 3 2 
K 児  3 5 5 5 5 5 4 3 3 3 4 
L 児  3 3 5 3 5 3 3 3 2 3 3 
M 児  3 3 5 4 4 3 4 3 3 3 2 
N 児  1 1 2 1 3 3 1 3 1 3 2 
O 児  1 3 2 1 1 2 1 1 1 2 1 
P 児  3 2 2 3 2 3 3 3 3 2 3 
Q 児  1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 
R 児  4 3 3 5 5 3 4 3 4 3 4 
S 児  2 2 2 3 2 3 1 2 3 2 2 
T 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 
U 児  3 3 3 3 3 4 3 3 3 3 3 
V 児  3 3 3 4 3 4 4 3 3 4 3 
W 児  3 3 5 5 5 4 4 3 4 3 3 
X 児  3 3 3 4 3 3 4 3 4 4 3 
Y 児  2 3 3 3 2 3 1 3 1 2 2 
Z 児  2 3 2 3 4 4 3 3 4 3 3 
ａ児  3 1 3 5 4 3 4 3 3 3 3 
b 児  3 2 2 3 5 3 3 3 3 4 1 
d 児  4 3 3 3 4 4 4 3 4 4 3 
e 児  3 4 2 3 3 3 3 3 4 1 3 
 
(5) P と C の様相と相関関係 











C の内訳は，C3 が最も多くて 57％，次に C4 が 15％，C2 が 14％，C1 が９％，C5 が
５％であった。本時の学習課題を結果として押さえている振り返りが多数を占め，他者や
自己への気づきをプロセスで記述するのはハードルが高かったようである。また，児童別














(6) P と C をつなぐ子どもの問い 
授業内でどんな子どもの問いが生まれているのか，また，その問いがどのように変遷し
ているのかを，5 年 A 組の第 9 時の授業記録と子どもたちの授業プリントから検証してい  
く。 
授業の全体交流が少し始まったところで，子どもたちに現時点でどんな問いが生まれて
いたのかを調べたところ，次のような６人 (32 人中 )の記述が確認された。  
 





・S 児：分数部分が引けない。  
・U 児：分数部分が引けない。  
・J 児：なぜ 1 と 15/12 になったのか分からない。  
・F 児：1 と 7/12 の面積図の書き方が分からない。  
・W 児：仮分数はできたけど，帯分数の式がわからない。面積図がわからない。  
・b 児：説明がわからない。  
 
S 児と U 児の「分数部分が引けない」という問いは，授業記録の C11「ここからわから
ないので，だれか教えてください」という発言で全体に共有化された。そして，すぐに C12
がその説明を行った。さらに，その説明に対して C13 が「借りてきた１は 12 分の何です




























ぼくは，帯分数のままで計算する方法で考えてみました。まず 2 と 1/4－ 2/3 で４と３の最小公
倍数は 12 なので 2 と 3/12－ 8/12 になりました。ここからわからないのでだれか教えてくださ
い。  
○○君は帯分数のまま計算しているけどこのままではできなくて，帯分数の 2 から 1 を借りて
きて 1 と 15/12－ 8/12 になれば計算できるので計算すると 1 と 7/12 になりました。誰か質問か
付け足しはありますか。  
借りてきた１は 12 分の何ですか。ここの１は 12 分の何ですか。  
１は 12/12 になると思います。  
他に質問ありますか。  
ではこの式にまだ付け足しのある人。  
2 と 1/4－ 2/3 はひけないから，○○君はなおしたくないから，○○君はなおさずに計算して，
でも， 2 と 3/12－ 8/12 はひけないから，○○君は，２のうちの 1 の 12/12 を借りて分子の１２
と３をたして１と 12 分の 15 になりました。で２を１つ使ってしまったのでここが１になって，









まず１と 15/12 の１を書いて，これは 12 個に分けた面積図を書いて，ここまでいいですか。ま
ず 15 個だから 12 個には入らないからまずは 12 個をここに入れて，残りの３つを違う面積図
に入れました。これを全部合わせて１と 15/12 になって，それを引いてこの 8/12 でそれを書い
て，それでこの８個を引いたら，あと残っているのは１と 7 でこの７は，これは 12 個に分けた
７個分なのでその答えは 1 と 7/12 になりました。  
表 20 ５年 A 組 第９時の授業記録の抜粋  
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J 児の「なぜ 1 と 15/12 になったのか分からない」という問いは，授業記録の C16「帯
分数と仮分数が混じっているからこれは何分数ですか」という発言で全体に共有化され，
T10 のアシストと C17 の説明で解決された。この J 児のめあてレベルは P2「2 と 1/4-2/3
の計算の仕方を考えよう」という形式的な文言であったが，新たな問いにより具体的なめ
あてに再設定化されたと言える。  
 F 児と W 児の「面積図がわからない」という問いは，授業記録の C10「面積図で表すと
どうなるかわからない」という発言で全体に共有化されたが，なかなかその問いに説明し
ようとする子どもはいなかった。そこで，T11 で再度教師が面積図を使った説明を促した
ところ，C18 から C19 の説明で納得する機会が得られた。同時に「説明(の意味)がわから
ない」という b 児も，C18 から C19 の説明でよくわかったと振り返りに記していた。 
 





(2）第 2 時の授業記録 
5 年 B 学級 単元名「比べ方を考えよう」第 2 時の授業記録  










第 1 時 いくつかの数を等しい大きさにする方法を考えよう  
第 2 時 ０がある場合の平均の求め方を考えよう  
第 3 時  平均が分かっている時の全体の量の求め方を考えよう  
第 4 時  うさぎの数も面積もちがう時の混み具合のくらべ方を考えよう  
第 5 時  数が大きい場合のこみぐあいのくらべ方を考えよう  
第 6 時  単位量あたりの大きさを使って比べよう  





























































































































































































２５なので・・・ 2.5 なので 1 試合えみさ
んは 2.5 点とったのだと思います。  
 
 
















































（※ 3 人組でグループワーク）  
 
今までのところで何か問いがあったら下に書


























































































元々 6 試合しているからで， 5 試合にする























0 が入るか入らへんかの話か，なるほど。  









































































































0 は試合の数に入っているので 0 を入れる
式の方がよい。  
 

















































































（ 1＋ 2＋ 0＋ 3＋ 2）÷5＝ 1.3 答え 1.3 人  
 










6 試合でも 6 を含むということが分かった  
 







P８７の△の 3 番に取り組んでみてください。  
（もうちょっと待ってあげてね）  
（後 1 分で切りまーす）  
練習問題できた人はふりかえりまでいってく
ださい。  
























ル判定を行った。その結果をまとめたのが表 21 である。  
 
表 21 5 年 B 学級のめあてレベル一覧表 
めあて 第１時  第 2 時  第 3 時  第 4 時  第 5 時  第 6 時  第 7 時  
A 児  3 2 2 3 3 2 2 
B 児  1 2 2 3   1 2 
C 児  2 3 2 2 3 3 3 
D 児  2 3 3 1 3 2 2 
E 児  3 3 2 2 3 3 2 
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F 児  3 3 2 3 3 3 3 
G 児  3 3 3 3 3 3 2 
H 児  3 3 3 3 3 2 3 
I 児  3 3 3 3 1 3 3 
J 児  3 3 3 3 3 3 2 
K 児  3 3 3 3 3 2 3 
L 児  3 3 2 2 3 3 3 
M 児  3 3 3 3 3 2 3 
N 児  3 3 3 3 3 3 2 
O 児  3 1 3 1 3 3 3 
P 児  3 4 3 2 3 2 2 
Q 児  3 3 3 3 3 2 3 
R 児  3 3 2 3 3 3 3 
S 児  3 3 2 3 3 欠   欠   
T 児  3 3 3 3 3 2 2 
U 児  3 3 3 3 3 欠   欠   
V 児  3 3 2 2 1 3 3 
W 児  3 3 1 3 3 1 欠    
X 児  3 3 3 3 3 3 3 
Y 児  3 3 2 3 3 2 3 
Z 児  3 3 2 3 3 2 1 
ａ児  3 3 3 3 3 3 3 
b 児  3 3 3 3 3 2 3 
d 児  欠    3 3 1 3 2 3 
e 児  3 4 3 4 3 3 欠    
 
(4) C のレベル判定 
５年 B 学級の毎時の授業プリントから，子どもたちの立てた学習の振り返りに対してレ
ベル判定を行った。その結果をまとめたのが表 22 である。  
 
表 22 5 年 B 学級の振り返りレベル一覧表 
振り返り 第１時  第 2 時  第 3 時  第 4 時  第 5 時  第 6 時  第 7 時  
A 児  2 3 2 3 3 2 2 
B 児  2 2 3 3 欠    2 3 
C 児  3 3 2 2 3 3 2 
D 児  2 3 3 1 3 2 2 
E 児  3 3 3 2 2 2 2 
F 児  3 3 3 3 3 3 2 
G 児  3 3 3 3 3 2 2 
H 児  3 3 2 3 3 3 3 
I 児  2 2 2 3 欠    2 3 
J 児  3 3 3 3 3 3 3 
K 児  3 3 3 3 3 3 2 
L 児  3 3 2 3 2 3 3 
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M 児  2 2 2 3 3 3 3 
N 児  3 3 3 3 2 2 3 
O 児  3 1 1 1 2 3 3 
P 児  2 3 3 2 2 2 2 
Q 児  3 3 3 3 2 2 2 
R 児  3 3 3 2 3 3 3 
S 児  1 3 3 3 3 欠   欠    
T 児  3 3 3 2 3 2 2 
U 児  2 5 3 3 2 欠    欠    
V 児  3 3 3 3 1 3 2 
W 児  2 2 2 3 2 3 欠    
X 児  3 3 3 3 3 2 3 
Y 児  3 3 2 3 3 2 3 
Z 児  2 3 2 2 3 2 1 
ａ児  3 3 2 3 3 3 3 
b 児  3 2 3 3 3 3 3 
d 児  欠    2 2 1 2 2 3 
e 児  3 3 4 3 3 3 欠    
 
(5) P と C の様相と相関関係 





ちらばりは 1.83 から 3.33 で，5 年 A 学級よ
りも上位層への開きが大きかった。 
C の内訳は，C3 が最も多くて 63％，次に






から 3.17 で，5 年 A 学級よりも開きが小さか
った。 
 




るのかを相関係数で調べたところ，0.659836 で正の相関関係を示した。  
 
(6) P と C をつなぐ子どもの問い 
授業内でどんな子どもの問いが生まれているのか，また，その問いがどのように変遷し
ているのかを，5 年 B 組の第２時の授業記録と子どもたちの授業プリントから検証してい  
く。 
授業の全体交流が少し始まったところで，子どもたちに現時点でどんな問いが生まれて
いたのかを調べたところ，次のような 16 人 (30 人中 )の記述が確認された。  
・A 児：2.5 点が分かりません  
・D 児：０を入れるか入れないか  
・F 児：０はその試合に入るのか  
・G 児：０を入れるか入れないか  
・H 児：1 試合が 2.5 点てどういうことかわからない  
・J 児：1 試合 2.5 点が分からない  
・L 児：なぜ得点なのに小数になるのか  
・N 児：なぜ 2.5 点になるのか  
・S 児：1 試合 2.5 点の意味が少し分からない  
・T 児：0 が式に入るのか，両方四捨五入すると 3 になる 
・V 児：2.5 点の意味がよく分からない  
・W 児：なぜ 2.5 点になるのか  
・X 児：1 試合の平均点がなぜ小数なのか  
・Y 児：0 は何もないのに（   ）の中に 0 が入っているのはなぜ  













「0 を入れる場合は 6 だったのに，なぜ０を入れない場合は÷５になるのですか？」とい
う発言が投げかけられた。これは０を含めて考えるのか考えないのかという着眼点になり，
T18 で教師が全体に共有化を行った。さらに，C15 を受けて，T19 で教師が「こっちで出し
たら 1 試合の合計は 3 点。これは納得できますね。こっちになると 2.5 点になってしまう。
これって，どっちがいいのかな」という投げかけで，子どもたちに挙手をさせて考えの立























0 を入れる場合は 6 だったのに，なぜ０を入れない場合は÷５になるのですか？  
0 が入るか入らへんかの話か，なるほど。  
0 が入るのか入らないのか。  
じゃあこれ０が入らない場合はどうなるのですか。  
言ってもいいですか？平均を求める式はこの問題だったら点数の合計÷試合の数だからこれ
は１＋４＋０＋３＋５＋２で数字を 5 個足しているから、この÷数も 5 になると思います。  
えっ，今○○が 3 点になるとか言わなかったか。  
じゃあ，これ誰か式を書いてくれませんか。０を含めない場合。  
じゃあここで話戻しましょうか。こっちで出したら 1 試合の合計は 3 点。これは納得できま




なんで 6 じゃないとダメなのかというと，元々 6 試合しているからで，5 試合にすると 5 にす
ると 5 試合したことになるからだと思います。これでいいですか？  
この件に関しては大丈夫ですか。最近 6 試合って書いてあるのに，これだと 5 試合になっち





それで，平均の話なのだけど新しいから覚えといてね。平均の場合は，例えば得点 1 点 2 点






表 23 ５年 B 組 第２時の授業記録の抜粋  
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(2）第 4 時の授業記録 
6 年 C 学級 単元名「場合の数」第４時の授業記録  























































第 1 時  いくつかのものの並べ方を調べる方法を考えよう。  
第 2 時  いくつかのものの並べ方を簡単に調べる方法を考えよう。  
第 3 時  いくつかのものの中からいくつかを選んで並べる方法を考えよう。  
第 4 時  
メダルを何回か投げた時の表と裏の出方は全部で何通りあるか調べる方法
を考えよう。  






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































じゃあ 4 面のものを 2 回。  






























































































































































































































子どもの発話語彙数 7697 文字（53％）  教師の発話語彙数 6863 文字（47％）  
 
(3）P のレベル判定 
 ６年 C 学級の毎時の授業プリントから，子どもたちの立てた学習のめあてに対してレベ
ル判定を行った。その結果をまとめたのが表 24 である。  
 
表 24 6 年 C 学級のめあてレベル一覧表 
めあて 第１時  第 2 時  第 3 時  第 4 時  第 5 時  
A 児  3 3 3 3 3 
B 児  3 2 3 3 3 
C 児  3 3 3 2 3 
D 児  3 3 3 3 3 
E 児  1 3 3 3 3 
F 児  2 2 1 1 2 
G 児  3 3 3 2 4 
H 児  3 1 2 3 2 
I 児  3 3 3 3 3 
J 児  3 3 3 3 4 
K 児  3 3 3 3 3 
L 児  2 3 3 3 2 
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M 児  3 3 3 3 3 
N 児  3 3 3 3 3 
O 児  3 3 3 3 3 
P 児  3 4 3 3 3 
Q 児  3 3 3 3 3 
R 児  3 3 2 2 4 
S 児  3 3 3 3 1 
T 児  3 3 3 3 3 
U 児  3 3 3 3 3 
V 児  3 1 1 1 1 
W 児  3 3 3 3 2 
X 児  3 3 3 3 4 
Y 児  3 4 3 3 3 
Z 児  2 3 2 2 3 
ａ児  3 3 3 3 4 
b 児  1 3 3 3 4 
d 児  3 3 3 3 4 
e 児  3 2 3 3 3 
 
(4) C のレベル判定 
 ６年 C 学級の毎時の授業プリントから，子どもたちの立てた学習の振り返りに対してレ
ベル判定を行った。その結果をまとめたのが表 25 である。  
 
表 25 6 年 C 学級の振り返りレベル一覧表 
振り返り 第１時  第 2 時  第 3 時  第 4 時  第 5 時  
A 児  2 3 2 2 2 
B 児  3 3 2 3 2 
C 児  3 3 3 3 3 
D 児  5 5 3 4 3 
E 児  1 3 3 3 2 
F 児  3 3 1 1 2 
G 児  3 3 2 3 3 
H 児  3 1 3 3 3 
I 児  3 5 3 3 3 
J 児  4 3 3 3 3 
K 児  3 4 3 3 3 
L 児  3 3 2 3 3 
M 児  5 3 5 3 3 
N 児  3 3 3 3 4 
O 児  5 5 3 3 3 
P 児  4 3 3 3 3 
Q 児  4 3 3 3 3 
R 児  4 3 4 3 3 
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S 児  3 3 3 3 3 
T 児  3 4 1 3 3 
U 児  3 3 2 3 3 
V 児  3 1 3 1 3 
W 児  3 2 3 3 5 
X 児  5 5 3 3 3 
Y 児  5 3 3 3 3 
Z 児  3 3 3 3 4 
ａ児  5 3 5 3 3 
b 児  3 3 3 3 3 
d 児  4 3 2 3 3 
e 児  3 3 3 3 3 
 
(5) P と C の様相と相関関係 
P の内訳は，P3 が最も多くて 76 ％，次に P2 が 11％，P1 が 7％，P4 が 6％という結
果であった。他の学級と同様，このマネジメントサイクルに初めて取り組んだ学級集団で
あっても，多くの子どもが「学習内容に踏み込んだめあて」を持って授業に臨めていたこ
とになる。また，他の学級と比べると，僅かではあるが P1 や P4 の割合が高かった。これ
は「場合の数」という単元の特性によるのではないかと考える。カードやメダルを使って
考えるゲーム性が，探究心や困難点，新しい知の必要性を生みやすくしている側面がある。
児童別のレベル平均値のちらばりは 1.40 から 3.20 で，他の学級に比べて大きな開きがあ
った。 












図 24 P と C のレベル平均値の相関散布図（６年 C 組）  
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いたのかを調べたところ，次のような 23 人 (32 人中 )の記述が確認された。  
・B 児：①番目が裏だったらどうなるのか。  
・C 児：樹形図と表とどちらがいいのだろう。 
・D 児：３回だけでなく４回，５回なら。今日の答えのかき方は。  
・E 児：どんな場合とはどういうことかわからない。  
・G 児：どちらの表，図がわかりやすいのか。  
・H 児：３回だけでなく４回以上のときはどうなる。  
・L 児：○通りは８の倍数だが他に決まりはあるのか。  
・J 児：メダルを４回投げた場合はどうなるのか。  
・K 児：４回投げたときも同じように表がかけるのか。  
・M 児：３・４面のものを転がす時も意味は同じなのか。  
・N 児：昨日と同じで図などを全部かくしか調べられる方法はないのか。  
・O 児：４回投げたときどうなるか。   
・Q 児：５回，６回になったとき簡単にできる方法はないのか。  
・S 児：４回や５回ならどんな場合があるのか。  
・U 児：コインの幅が分厚くて立つときがあるとしたらどうなるのだろうか。  
・V 児：４回，５回やサイコロになったらどうなるのか。  
・Y 児：Ｉさんの考えとＴさんの考えでどちらがいいか。  
・Z 児：ＩさんとＴさんの考えはどちらがいいか。  
・a 児：表などを漢字でかくのと○●でかくのとどっちがいい。  
・b 児：４回続けて投げるときはどんな場合があるか。  
・d 児：もっと面が多いものはどうなる。  
・e 児：３回でない，違う回数を投げたらどんな感じになるのか。  







○さんの考え (樹形図 )と，○○さんのどちらの考え (表 )の方がいいのか」であったが，C18
～20 が理由をつけて考えを述べていったので，樹形図と表のそれぞれのよさが共有でき
た。続いて C21 の「4 回や 5 回ならどういう場合があるか，誰か教えてください」という
問いは，実に 11 人もの子どもが今現在の問いとして抱いていた問いである。本時の学習問



























































16 通り。  
16 通りな。では他に問いありますか。  
表 26 ６年 C 組 第４時の授業記録の抜粋  
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して，面が 3 面，4 面，6 面(サイコロタイプ )だったらという問いを繋げている。限られた
授業時間の中で，23 人分の問いを子どもの言葉で上手くまとめて授業が進められていた。 
 





(2）第 6 時の授業記録 
6 年 D 学級 単元名「比例をくわしく調べよう」第 6 時の授業記録 

















































第１時 ｘやｙを使って，比例の関係を式に表わそう  
第２時 比例する 2 つの量の関係には，どんな性質があるかくわしく調べよう  
第３時  比例の関係をグラフに表わしてその特ちょうを調べよう  
第４時  比例のグラフからわかることを読み取ろう  




第７時  ｘやｙを使って，反比例の関係を式に表わそう  
第８時  反比例する 2 つの量の関係には，どんな性質があるかくわしく調べよう  









































が増えると Y の量が減るという，X と Y を
使った方がいいのではないかと思いまし
た。付け足しや質問はありませんか。  























































































































































のでこの図をかいて，X かける Y になった
ら 18 になったので，この 18 っていうの
は・・・決まった数だと思います。付け足
しや質問はありませんか。  
（○○さん発表準備  ３０秒程度）  
説明します。（他の児童）はい。  
今，○○くんが説明してくれたことで，X か
ける Y は 18 で，18 は決まった数というこ
とがわかります。ここまでいいですか。（他
の児童）はい。  



















































































































































































































































からそれに当てはめて・・・例えば 1 と 30
のところであてはめたら，縦が 1 センチ横











この 1 と 30 のときだけではなくて 2 と 15
とか，まあ縦でみたときの全部にあてはま
るので，X が 2 で Y が 15 の時と，X が 3







































































































前 ､比 例 を 詳 し く 調 べ よ う っ て い っ た 時
に､例えば 4 から 6 とか 5 から 3 とかやっ
たのを覚えていますか。（他の児童）はい。 
それも同じようにこういう表でもやろう
と思って，3 から 5 にかける 5／ 3 です。こ
こまでいいですか。（他の児童）はい。  
下の Y をみてみると， 3 のところが 6 で，
5 が 3.6 なので， 6 から 3.6 に向かってか
ける 3／ 5 になっています。ここまでいい
ですか。（他の児童）はい。  
えっと 4 から 6 にかける 2／ 3 をしていて，

















































































































































（○○さん発表準備  30 秒程度）  
説明します。仮に X を 2 にして，Y を 9 に
して決まった数を 18 にします。ここまで
いいですか。（他の児童）はい。  
それで，ここの X かける Y は決まった数と
いうのにこの数字を入れたら， 2 かける 9
は 18 という式ができます。ここまでいい
ですか。（他の児童）はい。  
Y は決まった数わる X というのに， 2 と 9
と 18 を当てはめたら，9 は 18 わる 2 とい
う式になります。ここまでいいですか。（他
の児童）はい。  






































































































X かける Y になるのはわかりますか。（他
の児童）はい。  
なので，前までは全部 Y は X かける何なに
とか Y は何なにとかだから，僕は意味的に






私も○○くんと一緒で，X かける Y は 18
より，Y は決まった数わる X の方がいいと
思いました。付け足しや質問はありません
か。他にありませんか。  









だから高さが 2 センチの時は 9 平方センチ











ここを表した 1 段目の底辺が 18 の時，高























































































が 1 センチの時は底辺が 18 センチになり
ます。ここまでいいですか。（他の児童）は
い。  
同じように高さが 2 センチの時は底辺が 9
センチになって，18 平方センチメートルに





























































に見たら高さが 1 センチの時，底辺が 18 セン






















3 倍するとき，もう片方が 1／ 2， 1／ 3 すると








今までだったら，片方が 2 倍， 3 倍するとき，
もう片方も 2 倍， 3 倍するで比例だったのです
が，それに対して，片方が 2 倍， 3 倍するとき
にもう片方が 1／ 2 倍，1／ 3 倍，もしくはわる
2，わる 3 になる時 Y は X に反比例するといい
ます。  
それでは，急いでふり返りを書いてください。 
子どもの発話語彙数 10553 文字（52％）  教師の発話語彙数 9625 文字（48％）  
 
(3）P のレベル判定 
 ６年 D 学級の毎時の授業プリントから，子どもたちの立てた学習のめあてに対してレベ
ル判定を行った。その結果をまとめたのが表 27 である。  
 
表 27 6 年 D 学級のめあてレベル一覧表 















A 児  3 2 3 2 3 3 2 2 3 
B 児  3 2 3 2 2 2 3 3 1 
C 児  3 2 3 3 1 3 2 3 3 
D 児  3 3 2 3 3 3 3 3 3 
E 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 
F 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 
G 児  2 2 2 2 2 3 2 2 2 
H 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 
I 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 
J 児  3 3 3 3 3 3 3 3 2 
K 児  3 3 3 3 3 3 2 3 3 
L 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 
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M 児  3 3 3 2 3 3 3 3 3 
N 児  2 2 3 3 3 1 1 3 3 
O 児  3 3 3 3 3 3 3 2 3 
P 児  1 3 3 2 2 3 3 3 3 
Q 児  3 3 3 2 3 3 3 3 3 
R 児  2 3 3 3 3 2 3 3 3 
S 児  3 3 3 2 2 2 2 3 3 
T 児  3 2 3 2 2 2 3 3 3 
U 児  3 2 3 2 3 2 3 2 2 
V 児  3 2 3 2 3 3 2 3 3 
W 児  3 3 3 3 3 3 3 2 2 
X 児  3 2 3 3 2 2 3 3 3 
Y 児  2 2 2 2 2 3 2 3 1 
Z 児  3 3 3 2 3 3 3 3 3 
ａ児  3 3 3 2 1 3 3 2 3 
b 児  3 3 3 2 3 2 2 3 3 
d 児  3 3 3 2 3 2 3 3 3 
e 児  3 3 3 2 3 3 3 3 2 
f 児  3 3 2 3 3 3 2 2 3 
 
(4) C のレベル判定 
 ６年 D 学級の毎時の授業プリントから，子どもたちの立てた学習の振り返りに対してレ
ベル判定を行った。その結果をまとめたのが表 28 である。  
 
表 28 6 年 D 学級の振り返りレベル一覧表 















A 児  2 2 3 3 3 3 3 2 3 
B 児  3 3 3 2 3 2 3 2 3 
C 児  2 3 3 2 3 3 3 3 3 
D 児  3 3 3 2 2 3 3 3 3 
E 児  3 3 3 3 5 3 3 5 3 
F 児  3 4 3 3 3 3 3 3 3 
G 児  2 3 2 3 2 2 3 3 3 
H 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 
I 児  3 3 3 2 3 3 3 3 3 
J 児  2 2 3 2 3 3 3 3 3 
K 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 
L 児  3 4 3 3 5 3 3 3 3 
M 児  3 3 3 3 3 3 3 3 2 
N 児  3 3 4 2 3 1 1 3 3 
O 児  3 3 3 3 3 5 5 3 3 
P 児  1 3 3 3 3 3 3 3 3 
Q 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 
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R 児  3 3 3 2 3 3 3 3 3 
S 児  3 3 2 3 4 3 2 3 2 
T 児  3 3 3 2 4 2 3 3 3 
U 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 
V 児  3 3 3 2 2 2 3 3 3 
W 児  3 3 3 3 3 3 3 3 3 
X 児  2 3 3 2 2 2 3 3 2 
Y 児  3 2 2 2 2 3 3 3 1 
Z 児  3 3 2 3 3 3 2 3 3 
ａ児  2 2 2 2 3 2 2 3 2 
b 児  3 2 3 2 2 2 3 2 3 
d 児  3 2 1 3 3 3 3 2 4 
e 児  3 2 2 2 2 2 3 3 3 
f 児  3 3 3 2 3 3 3 3 3 
 
(5) P と C の様相と相関関係 




は誰も行き着かなかった。児童別のレベル平均値のちらばりは 2.11 から 3.00 で，どの学
級よりも開きが小さかった。 










0.6105362 で正の相関関係を示した。  
 
 
図 25 P と C のレベル平均値の相関散布図（６年 D 組）  
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(6) P と C をつなぐ子どもの問い 
授業内でどんな子どもの問いが生まれているのか，また，その問いがどのように変遷し
ているのかを，６年 D 組の第６時の授業記録と子どもたちの授業プリントから検証してい  
く。 
授業の全体交流が少し始まったところで，子どもたちに現時点でどんな問いが生まれて
いたのかを調べたところ，次のような 30 人 (32 人中 )の記述が確認された。  
・A 児：○○くんが説明したことがわからない人にわかるように説明する  
・B 児：なぜ小数が？○○くんの×３／５など 
・C 児：○○くんのがわからない  
・D 児：×３／５とか×２／３のところがよくわからなかった  
・E 児：いろいろな方法で比例でないことを証明したい  
・F 児：○○くんの考えの上が３／５倍になっていたら，下が３／５倍になるっていうの
がよくわからない  
・G 児：最初に○○さんがいっていた×１／２をしたのがよくわからない  
・H 児：○○くんのが全体的によくわからない  
・I 児：結局変わり方のきまりは何？  
・J 児：比例とは真逆だ。面積だけではない  
・K 児：面積が 40.5 とかのとき  
・L 児：面積が 18 や 30 のときの表をかいたりしたけど，面積が 1.5 や 3.3 など小数のと
きでもできるかわからない  
・M 児：ｘ×ｙ＝18 とｙ＝決まった数÷ｘのどちらが正しいのか？  
・O 児：２つでた式で，ｘ×ｙ，ｙ＝決まった数÷ｘ  どちらがいいのか？  
・P 児：この問題は比例していない？○○くんの表の×３／５とかがわからない  
・R 児：なんで×５／３とか×３／５とかするのかわからん  
・S 児：ｘが×２する時，ｙが÷２（×１／２）するのは面積の時だけ  
・T 児：○○さんが比例していないっていっていたけど，これって本当に比例していない
のかな 
・U 児：平行四辺形のやり方を発表したい  
・V 児：○○くんの５／３と３／２？  
・W 児：○○さんの式がｙ÷ｘだと思う  
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・X 児：これは比例していないと書いているから，これは何か？  
・Y 児：整数でできたら小数でできるのか  
・Z 児：○○くんの考えが少し早口で分からない  
・a 児：○○くんの言いたいことがよくわからない  
・b 児：○○くんの×３／５，×２／３がわからない  
・d 児：○○くんのより×１／２，×１／３・・・の方がやりやすいのでは  
・e 児：なんで，上と下で整数と分数がちがうか  
・f 児：ｘ÷ｙ＝決まった数・・・比例している時、それではなくｙ÷ｘ＝決まった数だ
と思う 






























X かける Y は 18 と Y かける決まった数わる X のどっちの式が正しいのかわからないので，
誰か説明して下さい。  
まず式のことが出ましたね。他に何かありますか。  
















X かける Y は 18 と，Y かける決まった数わる X のどっちの式が正しいのかわからないので
誰か教えて下さい。  
そのへんについて何か意見はないですか。式のことについて。  
（○○さん発表準備  30 秒程度）説明します。仮に X を 2 にして，Y を 9 にして決まった
数を 18 にします。ここまでいいですか。（他の児童）はい。  
それで，ここの X かける Y は決まった数というのにこの数字を入れたら，2 かける 9 は 18



































Y は決まった数わる X というのに，2 と 9 と 18 を当てはめたら，9 は 18 わる 2 という式に
なります。ここまでいいですか。（他の児童）はい。  
これからもわかるように，X かける Y は 18 っていうのを順番とか入れ替えて Y は決まった
数かける X ていう式にしているので，意味的には一緒だと思います。付け足しや質問はあり
ませんか。  
僕は意味的には同じだけど，Y は決まった数わる X の方がいいと思いました。理由は，前ま
でにやったものをこの公式みたいなやつをみたら，18 を頭にもってきて 18 はっていうふう
にこういうふうにやります。ここまでいいですか。（他の児童）はい。  
なので，これでやってみると決まった数は X かける Y になるのはわかりますか。（他の児童）
はい。  
なので，前までは全部 Y は X かける何なにとか Y は何なにとかだから，僕は意味的には同




私も○○くんと一緒で，X かける Y は 18 より，Y は決まった数わる X の方がいいと思いま
した。付け足しや質問はありませんか。他にありませんか。  
（○○くん発表準備  1 分 30 秒程度）説明します。（他の児童）はい。  
僕はこの表を図に表して，この図は正確ではないけど平行四辺形で表しました。ここまでい
いですか。（他の児童）はい。  
平行四辺形の公式は底辺かける高さなので，これで表したら底辺が 18 センチで高さが 1 セ
ンチです。ここまでいいですか。（他の児童）はい。  





















































a  授業者の考察 
 
（1）5 年 A 学級の授業者より 


















































































































（4）６年 D 学級の授業者より 










































ルを上げることになり，また次の P を引き上げることにもつながっていくと考える。  
また，子どもの主体的な授業への関与の指針として，子どもの発話語彙数を調べたとこ
ろ，５年 A 学級では 48％，５年 B 学級では 43％，６年 C 学級では 53％，６年 D 学級で
は 52％であった。第 1 章の現状でも触れたように，日本の子どもの発話回数が 20～30％
の授業が一般的であることを考えると，子どもたちの思いがよく授業の中で反映されてい





た 6 年 D 学級の授業者にも当てはまり，以前は授業者が良かれと思い，次から次へと丁寧
に説明していく傾向があったが，今ではその癖が抜けて，子どもたちの考えていることや




















第 1 節 RPDCA の枠組みの最終形  
 
マネジメントサイクル全体の流れ
は図 25 のような 5 段階とし，それ
ぞれの段階の学習プロセスや活動の

























A Action(事後の学習) 復習，練習をして，次時に備える。  
 
R1 R2 R3 R4 
R 事前学習  
    ↓ 
 
P 学習のめあて 
     ↓  P1 P2 P3 P4 
 
D 個，グループ，全体での学び  
    ↓   
C 学習の振り返り  
C1 C2 C3 C4 
    ↓  
    A 事後の学習  
図 26 RPDCA の学習サイクルに  
おける分析枠組み(最終形) 









は，Research と Plan， Check と Action をセットで捉えるようにしたことである。ま
た，Action と Research も授業と授業を線で結ぶ大きな関係性があると捉えている。
Action によって次時の学習に備えることができれば，どんな事前学習をすればよいかと
いう Research のイメージが持てるようになる。また，Research によって事前学習にし
っかり取り組めば取り組むほど，授業で皆とどんなことを解決していきたいのかという




 ３点目は，レベル別枠組みを再整理 (表 30,31,32)した。教師の主観で判断していくので




























レベル  記述の様相  
R1 独自学習を行った記述はない  







レベル  記述の様相  
P1 めあてが持てない  
P2 教科書の見出しを参考にしためあて  
P3 学習内容に踏み込んだめあて  
P4 すでに探究を行い，困難点や新しい知の必要性を見出しためあて  
レベル  記述の様相  
C1 振り返りが書けない  
C2 情意的な感想のみ  
C3 本時の学習課題を結果として押さえている  
C4 他者や自己への新たな気づきがプロセスとして記述されている  
表 31 Research のレベル別枠組み(最終形) 
表 32 Plan のレベル別枠組み(最終形) 
表 33 Check のレベル別枠組み(最終形) 
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